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地域で支え合う、長寿社会に対応した地域公共交通を目指して 

 

 

 本市における公共交通は、平成１７年の大仙市

誕生以来、旧市町村で運行していた交通システム

を引き続き実施しておりましたが、平成２０年２

月に本市の第１期交通計画となる「大仙市の新し

い地域公共交通計画」を策定し、鉄道や路線バス

との連携を含め、市全体を視野に入れた交通体系

の確立を推進してまいりました。 

この中では、マイカーの普及等により、路線バ

スの利用者が年々減少し、市内バス路線の廃止や

縮小が相次いだことから、この代替交通として乗

合タクシー、コミュニティバスなどの実証運行を実施しております。 

 

 そして、今般、次期計画にあたる「大仙市のよりよい地域公共交通計画」を策定しま

した。 

 本計画では、第１期計画の内容を基本的に継承するとともに、地理的条件や生活環境

など地域の特性に応じた交通システムを市民、運行事業者、行政の三者による支え合い

で維持及び新たに構築していくこととしています。 

 この策定にあたっては、平成２１年度各地域協議会において、「地域公共交通の今後

のあり方」について活発に議論いただき、ご提出いただいた提言書を参考にし、大仙市

地域公共交通活性化再生協議会において、計画の根幹となる基本方針から各地域におけ

る具体的な事業の実施計画までご協議いただき、さまざまな角度から市民の声を反映さ

せております。 

 この計画を基に、今後も市民の日常生活の足の確保に努め、よりよい生活交通の確立

を目指し、大仙市の将来都市像である「人が活き 人が集う 夢のある田園交流都市」

の実現に向けて努力してまいりますので、皆様方の一層のご理解とご協力をお願いいた

します。 

  

 最後に、この計画の策定にあたりご尽力賜りました地域公共交通活性化再生協議会の

皆様、さらには貴重なご意見を提言いただきました地域協議会の皆様に心からお礼申し

上げます。 

 

  平成２３年３月 

 

                        大仙市長 栗林 次美 
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 序章 目的及びこれまでの経緯                           

序章 目的及びこれまでの経緯 

 

１．計画の目的 

本計画は、第１期計画である「大仙市の新しい地域公共交通計画」を基本的に継承す

るとともに、「よりよい生活交通」を目指すため、３つの目的を掲げ、本市における今

後の地域公共交通のあり方を示す基本方針等を定めるものである。 

 

【目的１ バス路線の運営方式の見直し】 

平成２２年度の県生活バス路線維持費等補助金制度の改正に伴う経過措置（平成 

２４年度末まで）の終了に備え、旧市町村間を結ぶ幹線としての公共交通を確保する

ため、既存のバス路線の運営方式を見直したうえで維持する。 

 

【目的２ 既存交通システムの改善】 

市民の日常生活の足となる最低限の公共交通を確保するため、各地域で実施してい

る交通システムを検証し、利用しやすく改善する。 

 

【目的３ 市民との協働による新たな交通の構築】 

各集落から既存の交通路線までの新たな交通システムを地域住民と協働で構築し、

よりよい生活交通を確保する。 

  

２．計画の位置づけ 

   本計画は、大仙市総合計画の前期基本計画の終期にあわせて策定した第１期計画の見

直しを行うものであり、後期基本計画に基づく各分野の計画と連携し、総合計画の基本

目標である「人が活き 人が集う 夢のある田園交流都市」の実現を目指すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期基本計画
（平成１８～２２年度）

基　本　構　想　（平成１８～２７年度）

大 仙 市 総 合 計 画

後期基本計画
（平成２３～２７年度）

第１期大仙市地域公共交通
活性化再生総合連携計画

（平成１９～２２年度）

継
承

連携

人が活き　人が集う　夢のある田園交流都市

他の分野別計画
・都市計画
・福祉計画
・教育計画
・観光計画
・中心市街地活
　性化基本計画
　　　　　　等

下位計画

第２期大仙市地域公共交通

活性化再生総合連携計画
（平成２３～２７年度）
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                        序章 目的及びこれまでの経緯                           

 

３．これまでの経緯 

 

平成１８年１０月 道路運送法の改正により、全国的にコミュニティバス、乗合タク

シーなど市が主体となる地域に応じた交通システムの構築が促進

される。 

 

平成１９年２月  市民 2,000 人を対象とした「地域交通に関するアンケート調査」

を実施する。 

 

平成１９年３月  交通関係者、市民、行政などで構成する「大仙市地域公共交通会

議」を設置する。 

 

平成１９年４月  庁内に地域交通担当として「地域交通対策チーム」を設置する。 

 

平成１９年９月  路線バス（高畑荒川線）が廃止される。 

 

平成２０年２月  地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく「大仙市地

域公共交通活性化再生協議会」を設置する。 

「大仙市の新しい地域公共交通計画（大仙市地域公共交通活性化

再生総合連携計画）」を策定する。 

 

  平成２０年３月  路線バス（西仙北高校線、ぬく森温泉線、強首線、湯の沢線、板

見内線、大曲造山線）が廃止される。    

 

  平成２０年４月～ 国土交通省の地域公共交通活性化再生総合事業を活用し、路線バ

スの廃止に伴う代替及び公共交通空白地域1の解消を目的とした乗

合タクシー（大曲・神岡・西仙北・南外・仙北地域）とコミュニ

ティバス（太田地域）の実証運行を実施する。   

 

  平成２１年４月～ 乗合タクシー、コミュニティバスを本格運行として実施する。 

 

   平成２２年３月  路線バス（土川線・心像線・船沢線・角館秋田線・大曲境線）が

廃止される。     

  

  平成２２年４月～ 路線バスの廃止に伴う代替交通として乗合タクシー（西仙北・協

和地域）の実証運行を実施する。     

 
1 鉄道駅から概ね 700m 以上、もしくは路線バスの乗り入れがなく最寄りのバス停までの距離が概ね 300m 以上の地域と設定する。 
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 第１章 国・県の動き                             

第１章 国・県の動き 

 

 １．現状と課題 

 

  「マイカー社会」 

我が国では、昭和４０年代以降、マイカーの普及が急速に進展し、多くの家庭で自動車

を所有している状況であり、日常生活を営むうえでなくてはならない存在となっている。 

この自動車は、通勤、通学、買い物、通院等の日常生活における移動を戸口から戸口へ

いつでも自由にできるようにし、居住地についても郊外の敷地面積の広い大きな家に住む

ことを可能にしたところである。また、商業施設についても従来の公共交通の起終点とな

っている駅前周辺の中心市街地ではなく、広大な敷地を確保し大規模な駐車場を完備でき

る郊外への出店を促進した形となっている。 

   地方部ではこうした環境の変化から移動ニーズも郊外へと変化しつつ、さらに過疎化の

進行もあいまって、公共交通利用者の減少が進み、路線バスの撤退や便数の減少が相次ぎ、

本当に利用しなくてはならない人々の利便性が大幅に低下している。 

このようにマイカーに依存する社会となったため、高齢者や子ども達など自ら自動車を

運転できない交通弱者にとっては、非常に不便な環境になってしまっている。現在、日本

人の５人に１人は６５歳以上の高齢者であるが、５年後には４人に１人、２５年後には３

人に１人を超えると見込まれていることから、今後、多くの人々が社会参加の機会を失う

などの制約を受け、結果として活力のない暗い社会に向かってしまうことが懸念される。 

 

  「鉄道」 

我が国では、都市部を中心に鉄道の需要が非常に大きく、地下鉄や通勤鉄道路線の整備

が続いているが、地方では自動車の利用増加に伴って、鉄道の利用割合は減少を続けてお

り、廃止される路線もある。また、既存路線がライトレール2化されたり、パーク&ライド3

のための駐車場の整備がされたりしている例もある。 

 

  「地球温暖化」 

我が国の交通部門から排出される CO2 の排出量は、全体の約２割を占め、そのうち９割

が自動車からの排気ガスとなっている。CO2 の排出は地球温暖化の最大の原因とされてい

ることから、交通手段を自動車から環境に優しい公共交通へと転換する施策が今後求めら

れている。 

 

 

 
2 大部分を専用軌道とし、部分的に道路上（併用軌道）を 1 両ないし数両編成の列車が電気運転によって走行する、誰でも容易に

利用できる交通システム 
3 自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、車を駐車させた後、バスや鉄道等の公共交通機関を利用して都心部の目

的地に向かうシステム 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%AF%26%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%89
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                            第１章 国・県の動き                             

 

  「秋田県」 

秋田県では、県の総合交通ビジョンに基づき再編構想を定め、赤字バス路線に対するバ

ス会社及び関係自治体の財政負担の軽減を図るため、平成２２年４月から路線バス運行費

への補助制度を改正し、以下の基本方針を掲げ、全県的な交通体系の再編を促している。 

○市町村を中心とした地域公共交通会議による地域交通の促進 

○地域の実情に即した効率的な地域交通体系の確立の支援 

 ・小型バス、乗用自動車を活用した交通システム導入への支援 

 ・効率的な運行体系移行への支援 

○地域間交通を担う路線の維持・確保 

○一定以上の利用実績のある、地域で重要な役割を担う路線の維持・確保 

 

２．今後の動き 

 

  「交通基本法」 

国では、人口減少・少子高齢化の進展、地球温暖化対策等の諸課題に対応するため、交

通政策全般にかかわる課題、交通体系のあるべき姿、交通に関する基本的な法制度や支援

措置のあり方などについて検討し、「交通基本法」を制定するとともに、環境に優しい交

通体系の構築がこれからの社会にふさわしい交通政策の道しるべになると考えている。 

   

「国の支援制度」 

国は、従来の支援制度では、地方におけるバス、タクシー、鉄道等が旅客数の減少から

路線の維持が困難になり、路線の廃止を余儀なくされ、利便性の低下を招き、さらに利用

が減少するという悪循環（負のスパイラル図参照）を解消することは困難と考えている。   

今後は、地域の自主性を尊重することを基本におきながら、既存の交通の拡充あるいは

再構築が必要となってくることから、各地方公共団体が地域の地形・自然・経済・社会環

境などの諸条件に応じた交通施策を実施できるような支援制度の創設を目指すこととして

いる。 

 

  「秋田県」 

秋田県では、平成２２年度に過疎地有償運送      

等の新たな交通に関する研究会を設置し、必要 

な法令上の手続や先進事例をとりまとめ、これ 

を基に研修会等を開催、住民が主体的に交通シ 

ステムの構築に参画する環境を整え、県全体に 

おける交通体系の再編への支援体制を強化する 

こととしている。 

 

 

 

利用者減少 

 

路線の廃止 

 

利便性低下 

悪循環 

図：負のスパイラル

図 
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 第１章 国・県の動き                             

   

「運転免許証の自主返納制度」 

全国的に交通事故発生件数及び死亡件数は、減少してきている一方で、高齢運転者によ

る交通事故件数についてみると、運転免許保有者の増加や高齢者が運転する機会が増加し

ていることから年々増え続けている。 

自主返納制度は、反射神経などが鈍る高齢ドライバーによる事故増加を背景に平成１０

年４月施行の改正道交法で導入されたところである。しかし、警察庁は、同年の実績が

2,596 人に止まり、その後も「身分を証明するものがなくなる」との声もあってなかなか

進まない状況であったことから、平成１４年６月から返納した免許証の代わりに「運転経

歴証明書」の発行を開始し、返納促進を図っている。これに伴い、市町村や交通業界は、

同証明書の提示でバスやタクシー運賃を割引するサービスを始め、高齢者が安心して免許

証を返納できる支援制度が増加してきたところである。 

自動車運転免許証を自主的に返納した人は、警察庁の調べによると、平成２１年で

51,086人にのぼり、前年比 75.3％増と大幅に増えている状況である。 

また、返納の理由としては、返納者のほとんどが６５歳以上の高齢者であることから、

事故の危険性に対する自覚や家族からの進言などによることが多いと考えられ、行政と民

間の連携による返納者支援策の充実などが後押ししていると考えられている。 

東北管区警察局によると秋田県の免許返納件数が東北６県の中で最も多く、理由として

は全県民を対象とした返納者への優遇制度が実施されていることを挙げている。 

今後、免許返納を取り巻く環境が整備されていくことで返納者が増加した場合、日常生

活における移動手段が公共交通へ移行し、利用が増加に転じる可能性もあることから、引

き続き路線バス等を維持していくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東北管区警察局 

東北各県の６５歳以上の免許証返納者（H２０）
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第２章 大仙市の現状と課題 

 

 １．市の概要 

本市は、県南の内陸部に位置し、東は岩手県、南は横手市と美郷町、西は秋田市と由利

本荘市、北は仙北市に接しており、東に奥羽山脈、西に出羽丘陵が南北に縦走し、その間

を南から北に流れる雄物川とその支流で東から西に流れる玉川を軸として、広大な仙北平

野が形成されている。 

古くから県南の交通の要衝であり、現在では秋田新幹線や秋田自動車道等の高速交通機

関を利用することによって首都圏からの１日行動圏に入っており、多彩な交流が可能な立

地にある。 

平成１７年３月２２日の市町村合併により誕生した本市は、旧大曲市に本庁を置き、旧

町村単位に各総合支所を配置し、市民サービスの維持に努めている。 

また、ＪＲ大曲駅前周辺に中心市街地を形成しているほか、旧町村ごとに医療、買い物

など日常生活に必要な施設が集まる地域拠点が各総合支所の近くに位置している。 

しかしながら、過疎化が進行している本市においては、市域面積が 866.67 ㎢と広大で

あること、居住地が分散していることなどから日常生活における移動手段は、時間、乗降

場所など気にせず移動できる自家用車が主流となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地
大仙市
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２．市の人口 

 （１）人口推移 

平成２１年９月３０日現在における本市の人口は、91,799 人（大仙市住民基本台帳）

となっている。昭和の大合併時期の昭和３０年と比較すると約４分の３と大幅な人口減

少となっており、今後も人口減少が続くものと見込まれる。 

一方、世帯数は、平成２１年９月３０日現在で 30,735 世帯となっており、昭和３０

年と比較すると約 1.4倍と増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人口推計 

本市の人口は今後も減少傾向が続き、平成４２年までに約 63,500 人になると予測され

ている。また、高齢化率も平成４２年には、42.9％と 10％以上の伸びが見込まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大仙市の人口・世帯数の推移
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３．大仙市の新しい地域公共交通計画（第１期計画：平成１９～２２年度） 

本市における地域交通対策は、第１期計画に基づき、路線バスについて通学や通院のた

めに最低限必要な路線の存続をバス事業者に要望し、路線の維持確保に努めるとともに、

旧市町村で実施していた事業を継承しているほか、公共交通空白地域の解消などを目的と

した乗合タクシー、コミュニティバスなど新たな交通システムを実施している。 

この中で平成２０年度から始めた新たな交通システムについては、一斉に制度化したこ

ともあり、統一したルールで実施できたところであるが、旧市町村で実施していた交通シ

ステムとの整合性はとれていない状況である。 

また、平成２１年度には、各地域協議会4において、担当地域における公共交通のあり方

を議論していただき、そのまとめとして市への提言書を提出いただいている。（資料編） 

    

 「基本目標」 

   地域で支え合う、長寿社会に対応した地域公共交通 

 

「基本方針」 

  ①シビルミニマム5に対応し、公共交通空白地域の解消に努める。 

  ②システム導入は特別な場合を除き旧市町村内完結型とする。 

  ③一部地域で実施している交通事業等の運行形態を検証する。 

  ④市民協働を活かした輸送システムの導入をめざす。 

  ⑤市民ニーズに対応した、安全・安心の公共交通システムを確保する。 

  

 「実証運行」 

   平成２０年度は、国の補助制度を活用し、バス路線の廃止に伴う代替及び公共交通空

白地域の解消を目的とした乗合タクシー、コミュニティバスの実証運行を実施した。市

では、実証運行中に実施したアンケート調査から利用者の声を把握し、改善策として新

たな停留所の設置や運行時刻の変更を行い、平成２１年度から道路運送法第４条の許可

に基づく本格運行に移行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4 市町村が設ける地域自治区（市町村長の権限に属する事務を分掌させ、地域住民の意見を反映させつつこれを処理させるための

行政組織）に置くものであり、構成員は区域内に住所を有するもののうちから市長が選任する 
5
市民の日常生活において行政によって保障されるべき最低限度の生活環境基準 
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 「バス路線に関する協議」 

    平成２１年度は、バス事業者から「市内で完結するバス路線（６路線）に関する今後

の維持方針」について協議があり、地域交通対策チームで実施した乗降調査等を基に、

地域公共交通活性化再生協議会において方針を決定したところである。 

その結果、大曲地域と旧市町村間を結んでいる杉山田線（西仙北地域）、南外線（南

外地域）、長信田線（太田地域）、中山線（南外地域）についてはバス事業者の赤字負

担分の一部を市が補填することを条件に維持したところである。 

また、西仙北地域と大曲地域を結ぶ土川線、心像線については、運行便数が１往復半

のみで地元小学校の登下校に合わせたダイヤとなっており、利用者のほとんどが小学生

という状況だったため廃止にし、代替交通を実施している。 

 

 「廃止に伴う代替交通の実施」 

土川線、心像線の代替交通は、刈和野駅まで運行する乗合タクシーと市のスクールバ

スとし、平成２２年度から運行している。 

また、バス事業者の自主運行路線である急行角館秋田線の廃止についても協議があり、

市では市内領域を走る同路線上に協和地域で運行している生活バス兼スクールバス２路

線があることから廃止に同意したところである。 

しかし、その生活バス兼スクールバスのうち１路線が、平成２１年度末に廃止される

ことになり、急遽代替交通として平成２２年度から乗合タクシーを運行している。 

  

「利用者アンケート等の調査結果」    

 市では、第２期計画策定の参考にするため平成２２年度にアンケート調査を実施し、

その結果から既存の交通システムについて、ある程度良い評価を受けていることがわか

った。 

しかしながら、運行ルート、運行時刻などの細かい改善や事業の拡大、新たな交通シ

ステムの導入など、さまざまなご意見をいただいたところである。（資料編） 

 

「市民による市政評価」    

 平成２１年度の評価では、公共交通の確保について、重要度と充実度を５点満点で回

答いただいたところ、回答された点数の平均点が重要度 4.205 点に対して、充実度が

2.613点と「もっと充実すべき」との分析結果となっている。 

 また、平成２２年度の評価では、「充実度」を「満足度」に変えて聞いたところ、

2.827点と若干向上した結果となっている。 

 今後特に取り組みが必要と思われる事項としては、回答者の４０％弱の方が「生活に

即した地域内交通システムの確立」と「生活路線バスの運行維持」を選択している。  

こうしたことから、市民がバス路線の廃止に危機感を持ち、存続を強く望んでいると

ともに、日常生活での利用しやすい地域内交通の確立が求められている。 
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（１）路線バス  

    路線バスについては、全国的な例に漏れず、本市においても利用者の減少から赤字路

線の増加に伴い、バス路線の廃止協議がなされている状況である。 

    また、バス事業者への補助金における市の負担額も平成２１年度は下がったものの、

６千万円超となっている。 

県では、平成２２年度、バス事業者の赤字経営の改善及び県、市町村の財政負担の軽

減を図るため、生活バス路線運行維持費等補助金制度を改正し、従来の対象条件に「合

併後の市町村完結路線については一定以上の平均乗車密度6と運行回数を満たす」を追加

したところである。 

これにより、市では補助対象外となるバス路線について市独自の交通施策への転換を

迫られたが、県が条件を緩和する特例措置を講じたことにより、３年間はバス路線が大

幅に補助対象外となることは避けられたところである。 

 

【大仙市管内の路線・系統数】 

 

 

 

 

【バス補助金の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6 バスの利用状況を表す理論値で、バス路線の起点から終点までの１運行の１台あたりの平均乗客数を示す算定値 

  算定式：平均乗車密度（人）＝運送収入／実車走行キロ／平均賃率（乗客１人１キロあたりの運賃） 

羽後交通大曲営業所管内年間路線バス乗車人員

405,506

464,336

562,994587,300632,951
657,472689,327

799,234
851,140

922,620
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１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

補助金名 補助金額 補助金額 補助金額 補助金額 補助金額

バス事業者への補助金合計　　（①＋②） 88,102 89,834 93,923 95,927 72,427

県補助金　－　① 12,759 14,137 14,270 13,770 10,317

市補助金　－　② 75,343 75,697 79,653 82,157 62,110

羽後交通（株）提供 

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
路線数 26 26 25 20 20 15
系統数 67 69 71 62 56 43

4月1日現在
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 （２）乗合タクシー 

  乗合タクシーは、大曲地域で平成１６年度（旧大曲市）から試験運行を実施していた

ため、この試験結果を参考にし、各地域の実情を踏まえた運行計画で平成２０年度から

神岡地域、西仙北地域、南外地域、仙北地域において実証運行を実施したところである。

この実証運行期間中に実施したアンケート調査結果を基に、ルートの変更、停留所の新

たな設置などを行い、平成２１年度から本格運行へ移行したところ、 ２割弱の利用の

増加が見られた。 

   また、乗合タクシーは、「利用者負担額を一人５００円とし、１台あたりの運行経費

から乗車した人数分の利用者負担額を引き、残りの金額を市が負担する」という仕組み

で運営している。 

平成２２年度に実施した利用者アンケート調査では、この利用者が応分の負担をし、

運行事業者がサービスを提供、行政が運行経費の不足分を補うという３者による支え合

いで地域の足を確保する制度設計は概ね妥当と回答されている。 

     

【運行形態】   

区域運行（路線、運行時刻、停留所を定め、予約により運行） 

※大曲が冬期間１２～３月のみ、他は通年運行 

【運行方法】  

登録制、予約制 

 【運賃】 

   ５００円 

（未就学児一人目無料、二人目から５００円） 

 

 【月別利用者数と市負担金】 
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（３）循環バス 

循環バスは、平成１３年８月（旧大曲市）から１００円バスとして運行を開始し、 

ＪＲ大曲駅、仙北組合総合病院、ペアーレ大仙など、大曲地域の市街地における主要施

設を循環し、街中への人の流れを生み、中心市街地に賑わいを創出する目的で運行して

いる。 

しかしながら、平成２０年４月に実施した２００円への運賃改定と、同年１０月に大

曲バスターミナルが併設している商業施設が景気の悪化に伴い閉店したことが影響し、

利用者が減少、平成２１年度は平成１９年度のおよそ半数近くまで利用者数が減少して

いる。 

さらに平成２２年４月の県のバス補助制度の改正により、循環バスは補助対象外にな

っている。 

 

【運行形態】  

定時定路線、循環型（１周 9.7kmで所要時間 40分、１日８便） 

 【運行日時】 

毎日午前９時～午後４時まで（正時大曲バスターミナル発） 

※大曲の花火の前日２便と当日全便は運休 

 【運賃】 

２００円（未就学児無料） 

  

  

 

【１便あたりの月別平均利用者数の推移】 
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（４）コミュニティバス 

    コミュニティバスは、平成８年４月（旧太田町）から無料で運行していたシルバーシ

ャトルバスをベースに、それまでの６０歳以上の高齢者等という利用対象制限をなくし、

誰でも利用できる有料の乗合バスとして運行している。 

    日常生活における通院や買い物など、主に高齢者の移動手段として、各集落と医療機

関、総合支所及び温泉施設等がある本地域の中心地を結ぶ運行をしているが、有料にし

た影響からか、利用者数が減少傾向にある。 

また、使用しているバスが観光用であるため、乗降時の段差が大きく、高齢者の乗り

降りが不便との意見もある。 

 

  【運行形態】 

定時定路線 

  【運行回数】 

各地区１０路線を週１日１往復 

  【運賃】 

２００円（未就学児無料） 

   

 

 

  【平成２０～２１年度の月別利用者推移】 
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（５）患者輸送バス  

    患者輸送バスは、昭和５３年７月（旧西仙北町）から、医療機関（病院及び一般診療

所）が近くになく容易に医療機関を利用することができない地域において、通院者の足

として運行しているものであり、運賃は無料である。 

    運賃について、アンケートでは「２００円～３００円程度の有料にしても継続してほ

しい」との意見もある。 

    また、平成２４年度に予定されている当該地域の小・中学校の統合に合わせ、同路線

の一部をスクールバスが運行する計画もある。 

 

 【運行形態】 

定時定路線 

 【運行方法】 

登録制で３路線を週１日１往復運行 

  【運賃】 

無料 

  

  

 

  【平成２０～２１年度の月別利用者推移】 
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                         第２章 大仙市の現状と課題  

 

（６）市民バス  

市民バスは、平成２０年４月から南外地域において、路線バスの廃止に伴う代替交通

として市の庁用バスを活用し、南外西小学校区を無料で運行している。 

南外地域では、スクールバスを２台運行しているが、沢沿いの集落が多く、道幅も狭

いため、２台だけでは子ども達の通学に支障なく学区内を巡回するのは困難であること

から、市民バスの１路線はスクールバスを兼ねて週５日運行している。 

また、この通学用の路線以外は週１回の運行となっている。 

地域協議会からは、高齢者にとっては停留所までの距離が遠く、戸口から利用できる

ような補完する交通システムが必要であると提言されている。 

    

  【運行形態】 

定時定路線 

  【運行方法】 

登録制で４路線中３路線は週１日１往復半運行 

１路線はスクールバスを兼ねているため、週５日 

往路１便、復路２～４便 

  【運賃】 

無料 

  

 

 

  【平成２０～２１年度の月別利用者推移】 
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 第２章 大仙市の現状と課題                           

 

（７）乗合自動車利用助成事業  

乗合自動車利用助成事業は、平成１２年４月（旧中仙町）から実施しており、バス路

線の廃止に伴う代替交通として、地元タクシー会社が独自で運行を開始した乗合タクシ

ーの利用者負担に上限額を設け、それを超えた金額を市が助成する事業である。 

利用者負担の上限額については、現在３００円であるが、平成１５年度に１００円か

ら２００円へ、平成２１年度に２００円から３００円へ値上げしている。利用者負担の

支払は、運賃のうち３００円を本人が支払い、残りの金額は市が、利用者から受領の委

任を受けているタクシー会社に直接支払うという仕組みになっている。 

    第１期計画では、本事業を乗合タクシー事業の一つとして位置づけたことから、ルー

ルの統一化を図るため、段階的に利用者負担額の上限額を５００円まで値上げすること

としている。 

         

  【運行形態】 

定時定路線（一部路線で予約による運行便あり） 

  【運行方法】 

５路線あり、路線ごとに運行回数が異なる 

（１日２～５便） 

  【運賃】 

市と中仙タクシーが協議して定める額 

３００円を超えた額を利用者に対して市が助成する 

 

  【平成２０～２１年度の月別利用者推移】 
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                         第２章 大仙市の現状と課題  

 

（８）生活バス兼スクールバス 

生活バス兼スクールバスは、昭和５０年（旧協和町）の協和中学校の統合時から運行

しており、協和地域は面積が広大で集落も散在していることから、主に遠距離通学とな

る小・中学生が利用している。 

また、平成２０年度には６つの小学校が統合し、さらに利用者が増えたことで運行便

数を増やし、各地区の児童生徒の登下校に対応できるよう整備したところである。 

平成２１年度は、旧小学校地区から現小・中学校まで５路線を運行していたが、少子

化に伴う児童生徒の減少から１路線が廃止となり、平成２２年度は４路線のほか、代替

交通として、一般客向けの乗合タクシーと１名の児童に対するタクシーによる通学補助

を実施している。 

市では、児童生徒の定期券購入に対する補助と、バス事業者への運行経費の赤字補填

としての補助を合わせて、平成２１年度では約 7千万円を支払っている。 

 

 

  【運行形態】 

定時定路線（羽後交通へ委託） 

【運行方法】 

路線バスを学校の登下校に配慮したダイヤで運行し、 

一般客と児童生徒が一緒に乗車できる 

  【運賃】 

羽後交通による運賃設定（通学児童生徒は定期券） 

   

 

 （９）スクールバス 

   スクールバスは、小・中学校児童生徒の通学難の解消を図る目的で、概ね小学生４km、

中学生６kmを基準に、合併前の旧市町村が実施してきた内容を引き継ぎ運行している。 

   また、スクールバスを利用することができない遠距離通学者に対しても同様に、路線

バス定期券やタクシーによる通学補助を行っている。 

   

  【運行形態】 

定時定路線（学校の登下校にあわせる） 

  【現在実施地域】 

    西仙北地域、中仙地域、南外地域 
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 第２章 大仙市の現状と課題                           

 

 （１０）鉄道 

 鉄道については、新幹線が高速交通機関として本市と首都圏の移動を可能とし、人的

交流、経済流通を促進しているほか、市民の生活に欠かすことのできない交通手段とし

て、主に奥羽本線、田沢湖線があり、通勤・通学者や高齢者などに広く利用されている。  

しかしながら、１日当たりのＪＲ大曲駅乗降者数は減少の一途を辿っている状況であ

る。 

市では、毎年、県と連携してＪＲ列車ダイヤ改善要望調査を実施しており、調査対象

としている高校生からは、利用したい時間帯に合う電車がないなどの意見をいただいて

いることから、ダイヤ改正や電車の増発等を要望している。 

また、駅舎についても、老朽化が著しい箇所があるため、優先順位を付け、順次その

整備または改修を行っている。 

このほか、市では、山形新幹線の大曲駅までの延伸について、山形県側で設立した

「山形新幹線延伸早期実現期成同盟会」と秋田県の市町村と関係団体で構成している

「山形新幹線大曲延伸推進会議」の委員として関係機関への要望活動を行っている。 
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                         第２章 大仙市の現状と課題  

 

 ４．第１期計画の評価と課題 

第１期計画による各交通施策によって、市の交通網は、若干のバス路線は廃止されたも

のの、市内における基幹バス路線は引き続き維持しており、旧市町村から継承した交通シ

ステムと新たな乗合タクシーを運行していることで、計画策定前よりきめ細かさという点

で、その機能が増したところである。 

こうしたことから、第１期計画で基本方針として掲げていた「シビルミニマムに対応し

た交通」は、ある程度確立してきていると考えられる。 

   しかしながら、「利用者の減少によるバス路線の廃止」、「既存の交通事業者では対応

できない地域の存在」、「既存の交通システムにおける行き先、時間帯のズレによる未利

用層」などへの対応をどうするのか、といった問題点はまだ残っている。 

  これらを解決するための課題を以下のとおりまとめている。 

 

  【主な課題】 

   ①『将来を見据えた基幹路線の確保』 

高齢社会の進展に伴い、今後交通弱者の増加が見込まれる中、利用者数の減少等の理

由からバス路線の廃止が続いている。 

しかしながら、平成２１年度の市民評価にあるとおり市民からはバス路線の維持が強

く望まれていることから、今後も中心市街地と各地域、また本市と隣接市町を結ぶ基幹

路線の確保が必要である。 

 

   ②『利用しやすい交通システムの構築』 

現在、市が実施している交通システムについて、アンケート調査から「利用したい目

的地に行けない」「時間が合わない」などの意見があり、利用したくてもできない方が

いることから、再度利用者のニーズを把握する必要がある。 

 

   ③『既存の公共交通を補完する地域の足の確保』 

既存の交通事業者では対応不可能な地域の足をどのように確保するか、地域住民と一

緒に新たな交通システムの可能性などを話し合う必要がある。 

また、新たな交通システムを実施する場合、実施団体の負担を軽減する行政支援が必

要である。 
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 第２章 大仙市の現状と課題                           

 

   ④『自家用車に依存しない交通環境の整備』 

今後、高齢社会がますます進展する中で、高齢者の運転事故が急増している。この対

策として実施している運転免許証の自主返納制度は、ある程度普及してきているが、返

納者の中には、返納後の移動手段に不安を感じている方もいるようである。 

こうしたことから、高齢者が安心して免許を返納できる環境を整えるため、公共交通

の利便性を向上させる必要がある。 

 

   ⑤『持続可能な交通システムの構築』 

市の公共交通関連経費が多額となっている現状も踏まえ、将来においても持続可能な

サービスを提供するため、公平な受益者負担を設定することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道

路線バス

生活バス兼スクールバス

乗合タクシー

コミュニティバス等

交通システム名 路線色

船岡線

川西線

峰吉川線

淀川線

ｲｵﾝ・ｲｰｽﾄﾓｰﾙ線

角間川線

大曲角館線

南外線

杉山田線
①大曲地域

⑤協和地域

③西仙北地域

②神岡地域

⑥南外地域

⑦仙北地域 ⑧太田地域

④中仙地域

内小友

四ツ屋
松倉

板見内

上野田

土川心像

強首

峰吉川

淀川

船沢

船岡

稲沢

市民バス
南部地区

北部地区

関金
大野

八石

宇船

角間川
中山線

横手大曲線

長信田線

千屋線

患者輸送バス
大沢郷地区

大仙市地域公共交通路線図

仙北市秋田市和田駅

美郷町千畑

美郷町
六郷仙南

横手市

ｲｵﾝ・
ｲｰｽﾄﾓｰﾙ

角館六郷線

稲沢線

コミュニティバス
全地区

循環バス
中心市街地
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 第３章 将来目標と基本方針                           

第３章 将来目標と基本方針 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

将来目標については、第１期計画で掲げた基本目標が本市が向かうべき普遍的な方向性を示

したものであり、今後も少子高齢化が進むことが予測されるなど、第１期計画時点での社会情

勢に大きな変化はないと考えられることから、本計画でも同様に継承することとしている。 

市では、これまでの経緯、社会的潮流、現状と課題等を踏まえ、利用者（市民）・民間（運

行事業者）・行政が支え合って実施している現在の交通システムが地域の足を確保していると

認識し、今後もこれを維持、改善していくこととしている。 

これに加えて、市内で完結するバス路線（杉山田線、南外線、長信田線、中山線）の運行形

態の見直しや、過疎地有償運送など新たな交通システムを既存の交通事業者では対応できない

地域において実施することにより、「よりよい生活交通」の確立を目指すものである。 

 

 

 
 

 

理 想 図

◎生活拠点

各地域

中心市街地

医療機関

行政機関

駅・商店

◎生活拠点まで
　新たな交通
・ＮＰＯ等過
　疎地有償運送

既存交通事業者
の営業区域外

◎地域拠点と生活拠
　点を結ぶ交通
・乗合タクシー
・コミュニティバス
・乗合自動車助成
・生活バス兼スクー
　ルバス
・スクールバス

・市町村有償運送

◎中核拠点
（中心市街地）
・循環バス

◎市内基幹路線
・路線バス
　（新たな交通）
・鉄道

◎地域拠点

◎市外への基幹路線
・路線バス
・鉄道

他の市町

【将来目標】 

地域で支え合う、長寿社会に対応した地域公共交通 

～市民・運行事業者・行政による 

シビルミニマム（最低限の生活環境基準の保障） 

＋α（プラスアルファ）の交通システムでよりよい生活交通へ～ 
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                         第３章 将来目標と基本方針                           

 

この将来目標を達成するため、第２章の「４．第１期計画の評価と課題」で掲げた５つの課

題に対応させ、基本方針を次のように定めるものである。 

 

【基本方針】 

①『シビルミニマムに対応した交通システムの維持』 

各地域で実施している乗合タクシー、コミュニティバスとの連携により、地域内外の

移動を確保する既存のバス路線網は、シビルミニマムに対応した交通システムの基幹部

分であることから維持する。 

ただし、市内で完結するバス路線については運営方式の見直しを検討したうえで維持

する。 

 

②『利用者ニーズに基づいた交通システムへの改善』 

現在実施している交通システムについて、アンケート調査を実施するなど随時利用者

ニーズを把握することで、利用しやすい交通システムへ改善しながら維持していく。 

 

③『新たな交通システムの導入と支援体制の確立』 

公共交通がなく、既存の交通事業者では対応できない地域において、新たな交通シス

テムを地元住民と行政が協働で構築できる体制を支援制度も含め検討する。 

 

④『高齢社会の進展に対応した公共交通優遇制度の創設』 

今後高齢社会が進展することで、高齢者による交通事故もさらに急増する可能性が高

いと予測されるため、高齢者による事故防止の観点から交通施策において免許返納者へ

の優遇措置を講じ、免許返納者が安心して公共交通を利用できるような体制を整える。 

 

⑤『公平かつ効率的な交通システムの実施』 

市全体を視野に入れた利用料金の均一化など公平な交通システムを目指し、すべて有

料化することで公平かつ安定的な運営とし、市民の日常生活における移動を確保する。 

また、使用用途を拡大することで、効率的な運行ができる交通システムを構築する。    

 

 

【計画期間】 

計画期間は、大仙市総合計画の後期基本計画に合わせ、平成２３年度から平成２７年度

までの５年間とする。 
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 第４章 基本計画                                

第４章 基本計画 

 

１．民間事業への支援  

 

（１）路線バス 

    大曲地域と各地域（旧市町村）を結ぶ市内で完結するバス路線については、重要な基

幹路線として引き続き確保することとし、新たな運営方式による運行を検討する。 

    これについては、平成２３年度に既存の交通事業者を含めたメンバーによる研究部会

を発足させ、県の補助制度の経過措置が終了する平成２４年度末までに検討するととも

に、同路線の沿線地域においては住民説明会等を開催し、利用実態の報告や利用促進策

について話し合う機会を設けることとする。 

また、本市と他市町を結ぶバス路線は引き続き、国、県と連携した補助制度により支

援する。 

 

  （２）乗合自動車利用助成事業（ジャンボタクシー） 

    乗合自動車利用助成事業は、タクシー会社の自主事業を利用する方への助成であり、

運行形態が定時定路線で車両がジャンボタクシーであるため、市の乗合タクシー事業と

は異なり、路線バスに準ずる交通と位置づけられる。 

したがって、乗合タクシーの統一運賃には馴染まないと判断し、利用者負担の上限額

については、値上げせず現状のまま継続する。  

    

  （３）鉄道 

    奥羽本線及び田沢湖線については、定期的に利用者ニーズを調査し、関係機関へ運行

ダイヤの改正や列車の増発、到達時間の短縮などの改善を要望し、実現を図るとともに、

駅舎の維持管理及び老朽化の著しい箇所の改修や駐車場を含めた一体的な駅周辺の整備

を検討する。 

また、山形新幹線の大曲駅までの延伸については、「山形新幹線延伸早期実現期成同

盟会」と「山形新幹線大曲延伸推進会議」の委員として、沿線市町村と連携しながら関

係機関へ要望するとともに、在来線の利用促進を図るための利便性向上策も検討し、新

幹線の延伸に関する気運の醸成を図りながら、大曲駅までの延伸実現を目指し、積極的

に活動に取り組んでいくこととする。 
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                              第４章 基本計画                                

 

２．市が運営する交通システム  

 

 （１）乗合タクシー 

乗合タクシーは、平成２２年度に実施したアンケート調査に基づき、運行時刻や停留

所の変更など利便性の向上に資するためのマイナーチェンジを実施する。 

運賃については、アンケートの結果からほとんどの方が制度設計を含めて妥当と回答

していることから、現行運賃を継続するとともに、乗合率の向上を目的とした乗合割引

制度を検討していくこととする。 

公共交通空白地域における新規路線の設置については、住民説明会を開催し地域住民

の声を把握した上で、市内タクシー会社（秋田県ハイヤー協会大曲仙北支部）との意見

交換の場を設け、事業拡大に関する対応可能範囲等を調整し実施する。 

また、平成２３年度に発足する研究部会において、タクシーによる新たな運営方式に

ついても検討する。 

 

  （２）循環バス 

循環バスは、運行目的が中心市街地の活性化となっていることから、平成２２年度に

策定される中心市街地活性化基本計画と連携し、バス利用の動機づけとなる事業に合わ

せて、現在のルートや停留所の利用状況を検証し、ルートの見直しや新たな停留所設置

等を検討する。 

また、利用を促進するため、割安回数券の発行を検討するなど、利用しやすい、利用

したい循環バスへ転換する方策を実施する。 

 

（３）コミュニティバス 

    コミュニティバスは、太田地域の集落から医療機関、金融機関及び総合支所等が集ま

っている地域の中心地への移動を週１回確保しているが、平成２２年６月に実施した乗

降調査の結果では、運行日、運行時刻に合わせた生活を送っているとの回答が多い状況

であった。 

今後は、非利用者の意見も聴き、利用者が年々減少している原因を探るとともに、住

民説明会等において運行時刻などのＰＲを実施し、利用促進を図る。 

また、新たな利用促進策として回数券の発行などを検討するほか、車両の小型化、低

床化も検討し、利用しやすい、利用したいコミュニティバスへ転換する方策を実施する。 
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 第４章 基本計画                                

 

（４）患者輸送バス 

    患者輸送バスは、現在、医療機関がない地域で容易に通院することができない住民の

足として無料で運行している。 

今後は、通院以外の用途でも使用可能とし、運行回数も増やすことで利便性の向上を

図り、「地域で支え合う」という観点から有料の市町村有償運送へ移行する。 

また、運行車両については、当該地域の小・中学校統合によるスクールバスの運用方

針に基づき、余分となる現有のスクールバスの転用も検討する。 

 

（５）市民バス 

    市民バスは、地域内の移動や路線バス南外線への乗り継ぎのほか、登下校時の児童の

送迎にも活用されているが、運行回数が少ないことから、今後は、運行回数を増やし利

便性の向上を図ることで、有料の市町村有償運送へ移行する。 

また、運行車両については、当該地域の小・中学校統合によるスクールバスの運用方

針に基づき、余分となる現有のスクールバスの転用も検討する。 

 

（６）生活バス兼スクールバス 

    生活バス兼スクールバスは、一般客の移動手段である路線バスと児童生徒輸送のため

のスクールバスの二つの顔を持っていることから、地域住民のバス利用促進策への協力

を求めながら維持するとともに、今後の児童生徒数の減少を見極め、代替交通について

も検討する。 

   

（７）スクールバス 

    スクールバスは、計画期間中に実施される小・中学校の統合計画に基づき、委託方式

による運行を検討するとともに、余分となる現有のスクールバスを転用し、一般客が利

用可能な市町村有償運送車両としての活用も検討する。 

    また、通学補助として運行しているタクシーについては、乗合タクシーなどの交通シ

ステムを有効的に活用する方法を検討する。 
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                              第４章 基本計画                                

 

３．新たな交通システム  

 

  （１）過疎地有償運送 

    過疎地有償運送は、運営協議会において既存の交通事業者が対応できないと判断され

た地域の移動手段として、ＮＰＯ等の法人格を有している団体などが自家用車を活用し、

低運賃で運行するものである。 

今後、過疎地有償運送が可能とされる地域において、住民説明会を開催し、地域住民

の声を把握しながら、住民と行政が協働で地域の足を確保する新たな交通システムの構

築を検討していくこととする。 

 

（２）市町村有償運送 

    市町村有償運送は、公共交通空白地域での運行と福祉輸送としての運行の２種類があ

り、地域公共交通会議においてその地域での運行が必要であると認められた場合、市が

自家用旅客運送の登録を行い、運行することができるものである。 

今後は、現在無料で運行している交通システム（市民バス・患者輸送バス）を市によ

る有償運送へ移行し、運行回数の充実など利便性の向上を図りながら、引き続き地域の

足を確保していくこととする。 

 

４．交通施策における支援制度 

 

（１）免許返納者への優遇措置 

市では、今後、免許返納者が増加した場合、日常生活における移動手段が公共交通へ

移行し、利用者が増加に転じる可能性があることから、引き続き路線バス等を維持する

とともに、市が運営している交通システムにおいて証明書の提示で利用料金を割引する

などの制度の創設を検討する。 

    （例：乗合タクシー５００円→４００円、循環バス２００円→１００円など） 

 

   《参考》 

    大仙市における免許返納者件数（資料：大仙警察署） 

    平成 19年：23件 平成 20年：92件 平成 21年：99件 平成 22年：120件 

           

 

  （２）新たな交通への支援措置 

ＮＰＯ等の法人が過疎地有償運送を実施しようとする場合、その団体に対して運行に

関する手続き等の支援や施設整備に関する補助を行う制度の創設を検討する。 

（例：認可申請等の事務手続きについて、相談窓口を設置する。運行する車両などの

施設整備に関する経費を補助するなど） 
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第５章 

地域別計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆第５章における公共交通空白地域の定義 

「鉄道駅から概ね 700m 以上、もしくは路線バスの乗り

入れがなく最寄りのバス停までの距離が概ね 300m 以上

の場所にある１０世帯以上の自治会単位」とする。 
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 第５章 地域別計画（大曲地域）                        

第５章 地域別計画 

『大曲地域』  

 

１．地域の概要 

  本地域は、ＪＲ大曲駅、大曲バスターミナル等

の交通結節点や、市役所、仙北組合総合病院等の

日常生活における主要施設が集まっている。 

  地域の拠点としては、大曲駅西地区商店街が、

従来から中心市街地として形成されている一方で、

駅東地区も近年、商業施設や医療機関等が開業し

たほか、駅東口から国道１３号に直接アクセスで

きる道路も整備されるなど開発が進んできている。 

  また、中心市街地のほか、周辺地区として、北

は花館地区、東は四ツ屋地区、西は大川西根地区、内小友地区、南は藤木地区、角間川地

区で構成されている。 

 

２．交通の現状 

  

【路線バス】 

本地域には、路線バスの拠点となる大曲バスターミナルがあるため、各地域や他市町

へ放射状にバス路線が延びている。 

路線としては、今後、廃止協議の対象になると予想される杉山田線、南外線、長信田

線、中山線のほか、横手市へ３路線、美郷町と仙北市へそれぞれ１路線運行されている。 

また、郊外にある大型商業施設行きの買い物客を対象とした１路線も運行されている。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

杉山田線 大曲地区、花館地区、神岡地域、西仙北地域

南外線 大曲地区、花館地区、神岡地域、南外地域

長信田線 大曲地区、仙北地域、太田地域

中山線 大曲地区、大川西根地区、内小友地区、南外地域

川西線 大曲地区、大川西根地区、内小友地区、横手市

横手・大曲線 大曲地区、横手市、美郷町

角間川線 大曲地区、藤木地区、角間川地区、横手市

千屋線 大曲地区、仙北地域、太田地域、美郷町

大曲・角館線 大曲地区、花館地区、四ツ屋地区、中仙地域、仙北市

イオンイーストモール線 大曲地区
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                       第５章 地域別計画（大曲地域）                        

 

  【市の交通システム】 

    循環バスは、大曲駅西地区にある中心市街地の活性化を目的として、大曲バスターミ

ナル、大曲駅、医療機関など主要施設に停留所を設け、１路線運行している。 

また、乗合タクシーは、内小友地区と四ツ屋・松倉地区にある公共交通空白地域の解

消を目的として、主に中心市街地の医療機関等への通院のため、冬期間のみ３路線運行

している。 

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

循環バス
中心市街
地活性化

路線定期運行 ２００円 通年・毎日 １日８便 １路線
１周

9.7ｋｍ
40分 30

冬期 １日５便 ３路線

往２便

復３便 四ツ屋線 7.0ｋｍ 14分 11

松倉線 11.9ｋｍ 24分 5

16分

１２月～３月

交通空白
解消

大曲 内小友線 13
５００円乗合タクシー

区域運行
（デマンド型）

8.3ｋｍ

 

  

路線バス

循環バス

乗合タクシー
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 第５章 地域別計画（大曲地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   市民の日常生活における移動手段を確保するため、今後交通システムが必要となる候補

地として、現在公共交通がない地区を特定したところ、以下のような状況になっている。 

   

①四ツ屋高関上郷 

  四ツ屋地区は、本地域の東側に位置し、乗合タクシーや路線バスが運行されている

が、国道１０５号を境に仙北地域側にある当該地区には公共交通がない状況である。 

 

②大川西根鳥居、蛭川 

大川西根地区は、国道１０５号の沿線に位置しているが、当該地区の区間は路線バ

スが運行しておらず、公共交通がない状況である。 

 

③藤木谷地板杭、一本木 

  藤木地区は、横手行きの路線バスは運行しているが、美郷町との境に位置している

当該地区には、公共交通がない状況である。 

 

④角間川木内、布晒 

角間川地区は、横手行きの路線バスが運行しているが、平成２０年３月に廃止され

た路線バス「大曲造山線」が運行していた沿線にある当該地区には現在公共交通がな

い状況である。 
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                       第５章 地域別計画（大曲地域）                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バス

循環バス

乗合タクシー

駅

④ 

 

① 

 

② 

③ 
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 第５章 地域別計画（大曲地域）                            

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題１：年間を通したサービスの提供                  

 

対策 ：通年運行を実施する。                   

平成２０年４月から他地域でも乗合タクシーを実証運行しているが、大

曲地域以外は通年運行となっているほか、地域協議会からの提言や利用者

アンケートの結果からも通年運行の要望があることから、平成２３年４月

から冬期以外も運行する。 

 

課題２：利用しやすい運行内容への改善                        

 

対策 ：乗降可能な区域の拡大を検討する。             

現在は、大曲駅西側の中心市街地にある医療機関等を乗降場所としてい

るが、利用者アンケートの結果やタクシー会社からの意見によると、駅東

にある医療機関への運行要望があるとのことから、乗降可能な区域の拡大

を検討する。 

 

 

【循環バス】 

 

課題１：利用者ニーズにあった運行への改善                      

 

対策１：アンケート調査等を実施する。                

平成１３年から運行を行っている循環バスであるが、昨今の利用者の減

少が大きな問題となっていることから、１０年経過した平成２３年度に大

曲地域（運行ルート沿線）を対象としたアンケート調査等を実施し、社会

環境の変化に伴う現在の利用ニーズを把握し、利用者の増加策の参考とす

る。 

 

対策２：運行ルートの見直しを検討する。              

循環バスの現在の運行ルートにおいて、利用が少ない停留所を洗い出し、

ルートの短縮を図るなど効率的な運行を目指すとともに、新たな運行ルー

トの検討も実施する。 
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                       第５章 地域別計画（大曲地域）                        

 

対策３：運行時間の拡大を検討する。                

循環バスの運行は、午前９時から午後４時までの便となっており、通勤、

通学による利用を想定していない状況であることから、午前８時や午後５

時の便の運行などを検討する。 

 

対策４：割安回数券の発行を検討する。               

循環バスの利用者アンケートの結果によると、定期的に利用している方

が多く、頻回に利用する方への優遇措置として、５回分の料金で１回分無

料などの割引回数券の発行を検討し、利用の促進を図るとともに新たな利

用者を掘りおこし、利用者の増加につなげる。 

 

課題２：親しみやすい循環バスへのイメージチェンジ           

 

対策１：愛称を募集する。                     

平成１３年の運行開始当初は、料金が１００円であることから「１００

バス」との愛称があったが、現在は料金も２００円へ改正し、愛称がない

状況であることから、市民が親しみやすい愛称を募集し、利用したい循環

バスへ変革する。 

 

対策２：乗って楽しい仕組みづくりを検討する。           

地域協議会からの提言にある循環バスの車内を市民の美術作品などを展

示するギャラリーとして活用するほか、花火に関する情報の掲示や花火の

歴史に関する内容について車内放送を行うなど、乗っていて明るく楽しく

なる雰囲気づくりを目指す。 

 

 

【公共交通空白地域の解消】 

 

課題 ：公共交通空白地域における交通システムの実施                   

 

対策１：住民説明会等を実施し、地域のニーズを把握する。      

 現在、公共交通空白地域と位置づけられる地区において、住民説明会や

アンケート調査を実施して、移動に関するニーズがあるか把握する。 

 

対策２：交通システムの運行を検討する。                

 移動に関するニーズがあった場合、既存の交通事業者との調整を行い、

乗合タクシーの新規路線、あるいは新たな交通システムの構築を検討する。 
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 第５章 地域別計画（神岡地域）                        

 

『神岡地域』  

 

１．地域の概要 

  本地域は、３５平方キロメートルと小さな面積の

東西に長い地形で、南端の突起した部分を出羽丘陵

の深い山地が占め、地域の中央部を国道１３号と 

ＪＲ奥羽本線が東西に平行して走っている。 

地域のほぼ中心に神宮寺駅があり、神岡総合支所、

小学校、中学校、幼保一体施設、金融機関、診療所

など、地域住民の身近な施設が集まっている。神宮

寺地区から国道１３号で西に結ばれた北楢岡地区には郵便局や小学校があり、神宮寺地区

に次ぐ集落を形成している。国道を更に西に走ると西仙北地域との境に宇留井谷地・船戸

地区、戸月地区がある。地域の東北端には大曲地域に隣接し関口・金葛地区、北には西仙

北地域に近く上高野・笹倉地区、南には南外地域と接して岳見地区と集落が点在している。 

 

２．交通の現状 

  

【路線バス】 

本地域を走る路線バスは２路線あり、杉山田線は大曲、神岡、西仙北の３地域を結ん

でおり、南外線は大曲、神岡、南外の３地域を結び、いずれも重要な交通機関となって

いる。 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

杉山田線 大曲地域、神宮寺地区、北楢岡地区、宇船地区、西仙北地域

南外線 大曲地域、神宮寺地区、岳見地区、南外地域
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                       第５章 地域別計画（神岡地域）                        

 

  【市の交通システム】 

    市では公共交通空白地域解消を目的に、大野線、関金線、八石線、宇船線の４路線に

乗合タクシーを運行している。本地域においても高齢化が進んでいることから利用者は

年々増加し、利用者から増便の要望が出ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バス

乗合タクシー

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年・週２回 １日６便 ４路線

大野線 5.9ｋｍ 12分 8

関金線 5.5ｋｍ 12分 7

八石線 6.8ｋｍ 9分 5

宇船線 8.1ｋｍ 17分 4

５００円神岡 乗合タクシー
区域運行

（デマンド型） 月・木曜日 往３便、復３便

交通空白
解消
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 第５章 地域別計画（神岡地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   本地域は、面積は小さくそのほぼ中央にＪＲ神宮寺駅があり、路線バスも２路線運行し

ている。また、乗合タクシーも適切に配置していることから、現在のところ公共交通空白

地域は生じていない。 

 

 

 

 

路線バス

乗合タクシー

駅
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                       第５章 地域別計画（神岡地域）                        

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題 ：利用しやすい運行内容への改善                 

 

対策 ：運行日、運行便数を増やす。                

        平成２０年度より実施している乗合タクシーは、公共交通空白地域に住む

自家用車を持たない人にとっては、唯一の身近な交通手段である。 

高齢社会の進展に伴い、交通弱者対策の一つとして乗合タクシーの利用は

増加している。そのため、現在月曜日と木曜日に運行している乗合タクシー

を平成２３年度から月・水・木曜日の週３日に、１日３便を４便の運行に増

便する。 
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 第５章 地域別計画（西仙北地域）                       

 

『西仙北地域』  

 

１．地域の概要 

本地域は、黒森山一帯の丘陵地と雄物川沿線の平 

野部で形成され、国道１３号、ＪＲ奥羽本線が通っ 

ている刈和野地区を中心に東側に土川地区、西側に 

大沢郷地区、強首地区が広がっている。 

刈和野地区には西仙北総合支所や医療機関、高等  

学校や大型スーパーなどの主要施設があり、日常生 

活の中心となっている。 

 

  

２．交通の現状 

 

 【路線バス】 

本地域では、平成２０年３月に強首線、２２年３月に土川線、心像線が廃止され、 

現在では杉山田線だけが運行されている。大沢郷地区を起点に刈和野、神宮寺を経由し

大曲地域までのルートで運行されている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

杉山田線 大曲地域、神岡地域、刈和野地区、大沢郷地区
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                      第５章 地域別計画（西仙北地域）                        

 

  【市の交通システム】 

市が運営している交通システムは、大沢郷地区と強首地区の一部を運行している患者

輸送バスと強首地区、土川地区を運行している乗合タクシーがある。 

患者輸送バスについては、３路線を週１回定期で運行しており、利用料は無料である。 

また、乗合タクシーについては、路線バス廃止に伴う代替として３路線を平日（土日

祝日を除く）に予約制で運行しており、１回の利用料は５００円となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バス

患者輸送バス

乗合タクシー

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年・週１回 １日２便 ３路線

火曜日 大沢郷第１ 29ｋｍ 60分 6

患者輸送 金曜日 大沢郷第２ 34ｋｍ 60分 6

大沢郷第３

強首第１

１日４～７便 ３路線

往３、復４ 強首線 10.7ｋｍ 20分 9

土川線 13.4ｋｍ 24分 15

心像線 13.6ｋｍ 23分 12

西仙北

乗合タクシー
路線廃止

代替
区域運行

（デマンド型）

無料

往２、復２

５００円

8

通年・平日

患者輸送バス
往１便、復１便

路線定期運行

木曜日 28ｋｍ 60分
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 第５章 地域別計画（西仙北地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   路線バスが運行されていない強首、土川地区については、乗合タクシーを運行している。

また、大沢郷地区と強首地区の一部は患者輸送バスを運行しているが、医療機関への通院

以外の目的では利用できないことや、週１日１往復という運行回数であることから、利用

者の利便性という観点からは十分とはいえず、公共交通空白地域に準ずる地区としての対

応が必要と思われる。 

  

①大沢郷第１ 

…大場沢、秋通り、滝ノ沢、小戸川、下戸川、皆別当地区 

 

②大沢郷第２ 

…大場台、立倉、上戸川、布又、坂繋、円行寺、八木山、寺村地区 

 

③大沢郷第３、強首第１ 

…椒沢、正手沢、木売沢、江原田、金山沢、九升田地区 

     

 

 

路線バス

患者輸送バス

乗合タクシー

駅

 

 

② 

① 

 

 

③ 
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                      第５章 地域別計画（西仙北地域）                        

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題 ：本格運行への移行                              

 

対策 ：本格運行を継続実施する。                             

          平成２０年４月から強首線、平成２２年４月から土川線、心像線が運行

され、利用者も定着してきており、地域協議会からの提言や利用者のニー

ズに対応しながら土川線、心像線の本格運行を実施する。 

 

 

【患者輸送バス】 

 

課題１：公平な受益者負担の設定                              

 

対策 ：地域で支え合う交通機関として有料化する。                             

          患者輸送バスは、現在、医療機関がない地域で容易に通院することがで

きない住民の足として大沢郷地区と強首地区の一部を無料で運行している。

しかし、地域で支え合うという見地や市全体の均衡を保つという観点から

有料とし、通院以外の用途でも利用できるよう、利便性の向上を図る。 

 

課題２：効率的な交通システムの構築                             

 

対策 ：スクールバスの他用途への転用。              

          平成２４年度に計画されている小・中学校の統合に合わせ、委託方式に

よるスクールバスが運行された場合、余分となる現有のスクールバスを一

般客が利用できる市町村有償運送車両として活用することを検討する。 
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 第５章 地域別計画（中仙地域）                        

 

『中仙地域』  

 

１．地域の概要 

  本地域は、西側の長野地区に中仙総合支所、ＪＲ羽

後長野駅、医院、大型商業施設などが集まり、生活拠

点となっている。また、国道１０５号もこの地区を南

北に走っており交通の利便性にも富んだ地域である。

南側の清水地区、中央の豊川地区、東側の豊岡地区は、

いずれも農家が散在する純農村地帯であり、清水地区

の住民は大曲地域の医療機関、豊川・豊岡地区の住民

は仙北市角館町の医療機関を利用している。 

                       

２．交通の現状 

 

 【路線バス】 

本地域には、国道１０５号を通る大曲・角館線と県道角館六郷線を通る角館・六郷線の

２路線が運行されている。 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

大曲・角館線 大曲地域、鑓見内地区、長野地区、鶯野地区、仙北市

角館・六郷線 仙北市、鶯野地区、豊川地区、太田地域、美郷町
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                       第５章 地域別計画（中仙地域）                        

 

  【市の交通システム】 

   本地域では市の交通システムではなく、中仙タクシー合資会社が平成１２年４月１日か

ら路線バスの代替交通としてジャンボタクシーを利用した乗合タクシーを運行している。

平成１５年４月１日には５路線の運行となり、本地域の公共交通空白地域の解消に大きく

貢献している。 

市としては、この乗合タクシーの利用者への助成事業を実施しており、市とタクシー会

社が協議して定める運賃のうち３００円を超えた金額を助成している。 

 

 

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年・平日 １日２便、４便 ５路線

月～金 往２、復２ 東部長野線 11.5ｋｍ 25分 11

月～金 往３、復２ 東部角館線 11.6ｋｍ 21分 9

月～金 往２、復２ 北部角館線 11.5ｋｍ 21分 10

月、水、金 往１、復１ 南部長野線 13.9ｋｍ 17分 12

月、水、金（１回
目の帰りのみ月
～金）

往１、復２ 南部角館線 15.9ｋｍ 21分 13

３００円中仙 乗合タクシー
路線定期運行
（定時定路線）
（デマンド型）

路線廃止
代替

交通空白
解消

 

 

 

 

路線バス

乗合タクシー
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 第５章 地域別計画（中仙地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   市民の日常生活における移動手段を確保するため、今後交通システムの導入が必要とな

る候補地として、現在公共交通がない地区を特定したところ、以下のような状況になって

いる。 

   

①長野立石 

長野地区の立石集落は、本地域の西端に位置し西仙北地域に接している所で、路線

バス大曲・角館線の停留所から約 2.6㎞の距離がある。 

 

②清水万願寺 

  清水地区の万願寺集落は本地域南西の端に位置し、仙北地域に接している。路線バ

ス大曲・角館線の停留所から約３km、中仙タクシーの南部長野線から約 1.7km の距離

がある。 

 

 

 

① 

 
② 

路線バス

乗合タクシー

駅



53 

 

                       第５章 地域別計画（中仙地域）                        

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題１：利用者ニーズにあった運行内容への改善                             

 

対策１：利用者意向調査の実施                            

         市で利用者意向調査を実施し、全路線の利用者ニーズを把握する。 

 

対策２：中仙タクシー合資会社に検討依頼                            

         中仙タクシー合資会社では、その都度利用者の要望について検討し、対策

を講じているが、市で行う利用者意向調査の結果に基づき、要望等について

検討を依頼する。 

 

課題２：公共交通空白地域解消の検討                  

          

対策 ：中仙タクシー合資会社と協議・検討する。             

長野地区の立石集落、清水地区の万願寺集落は、公共交通空白地域に該

当するが、現在これに対する要望等はないため、要望が出た段階で中仙タ

クシー合資会社と協議・検討する。 
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 第５章 地域別計画（協和地域）                        

 

『協和地域』  

 

１．地域の概要 

協和地域は、山地が大部分を占め、全域が都市計

画区域外であるが、秋田自動車道や国道１３号、 

ＪＲ奥羽本線で隣接する秋田市と結ばれているほか、

北東北地方の東西軸である国道４６号が交わる等、

交通の要衝に位置している。 

本地域は、協和小学校周辺や羽後境駅周辺等に人

口が集積しているほか、旧小学校単位である地区ご

とに集落が点在している状況となっており、中心に

上淀川地区、境地区、北に船岡地区、南に峰吉川地区、東に稲沢地区、西に淀川地区、小

種地区と位置している。 

また、本地域は、面積が大きく、北は秋田市、東は仙北市と隣接しており、他市への通

勤・通学、買い物等の移動ニーズもあることから、地域内あるいは他市生活圏への公共交

通が重要な役割を担っている。 

                     

２．交通の現状 

 【路線バス】 

 本地域では、バス事業者の営業所や羽後境駅が所在している境地区と周辺に位置する

５地区を結ぶ路線バスが４路線運行している。この路線バスは、協和小・中学校の児童

生徒を輸送するスクールバスも兼ねており、一般客と児童生徒の混乗を可能とし、地域

内のコミュニティ交通として運行している。 

  

路線名 運行地域

稲沢線 稲沢地区、上淀川地区、境地区、（仙北市角館）

峰吉川線 峰吉川地区、上淀川地区、境地区

船岡線 船岡地区、上淀川地区、境地区

淀川線 小種地区、淀川地区、上淀川地区、境地区
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                       第５章 地域別計画（協和地域）                        

 

  【市の交通システム】 

   生活バス兼スクールバスとして平成２１年度まで運行していた船沢線（船沢地区～境地

区間）が廃止となり、その代替交通として乗合タクシーを運行している。運行ルートは、

船沢線と同時に廃止となった急行角館秋田線の影響もあり、秋田市への移動が地元住民の

要望となっていたため、羽後境駅から和田駅までとし、鉄道への連結を主に設定している。 

   また、市民の日常生活における移動手段を確保するため、本地域で唯一公共交通空白地

域となる宮田、徳瀬、滝ノ沢集落については、医療機関への足を確保するため、隔週１回

（第１、第３水曜日）に予約制による患者輸送を目的としたタクシーを運行しており、利

用料は無料となっている。 

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年 ４路線

稲沢線 33.6ｋｍ 53分 58

峰吉川線 23.4ｋｍ 37分 23

船岡線 16.6ｋｍ 31分 42

淀川線 22.2ｋｍ 42分 50

１日８便 １路線

往4便、復4便 船沢線 11.3km 25分 6

生活バス兼
スクールバス

協和

区域運行
（デマンド型）

路線廃止
代替

乗合タクシー

通学用は土、
日、祝日、休校

日は運休

（最短）
１５０円

路線定期運行
生活路線
（通学兼）

５００円 通年・平日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活バス　兼

スクールバス

乗合タクシー
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 第５章 地域別計画（協和地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   生活バス兼スクールバスが運行されていない船沢地区については、乗合タクシーを運行

している。また、宮田、徳瀬滝ノ沢地区では患者を輸送するタクシーを運行しているが、

医療機関への通院以外の目的では利用できないことや、隔週１回という運行回数であるこ

とから、利用者の利便性という観点からは十分とはいえず、公共交通空白地域に準ずる地

区としての対応が必要と思われる。 

 

 

   ①宮田、徳瀬滝ノ沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

生活バス　兼

スクールバス

乗合タクシー
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                       第５章 地域別計画（協和地域）                        

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【生活バス兼スクールバス】 

 

課題 ：路線の存続                              

 

対策 ：沿線住民による利用促進策の実施を検討する。                             

          生活バス兼スクールバスの運行には、年間約７千万円と多額の補助金が

毎年支出されており、住民ニーズを把握しながら、存続を目的とした利用

促進事業への協力を呼びかけ、自治会単位での実施を検討する。 

 

課題 ：予算額の縮減                              

 

対策 ：代替交通を検討する。                             

          生活バス兼スクールバスの運行について、教育委員会と連携した住民説

明会を開催し、住民ニーズを把握しながら、地域住民と一緒に効率的な代

替交通の実施を検討する。 

 

 

【乗合タクシー】 

 

課題 ：利用者の拡大                             

 

対策 ：利用促進策を行うとともに本格運行へ移行する。                             

          平成２２年４月から船沢線が運行されているが、見込みより利用者が少

なく、数人の固定客の利用のみとなっていることから、地域住民へ積極的

なＰＲを行うとともに、本格運行へ移行する。 
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 第５章 地域別計画（南外地域）                        

 

『南外地域』  

 

１．地域の概要 

  本地域は、国道１０５号、主要地方道神岡南外東由

利線及び湯ノ又前田線を幹線として周辺地域、市町と

結ばれている農林業を基幹産業とする地域である。 

  生活圏としては、南楢岡地区と外小友地区に大別さ

れ、市の交通施策でもそれぞれの特性に応じた対策が

とられている。 

  今後は、地域の拠点となるべき地区として、南外総

合支所周辺地区に各種サービス機能を集約することが課題となっている。                       

 

 

 

 

２．交通の現状 

 

 【路線バス】 

本地域には、神岡地域を経由して大曲バスターミナルまでを結ぶ南外線と、内小友地区、

大川西根地区を経由して大曲バスターミナルまでを結ぶ中山線が運行されている。  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

南外線 大曲地域、神岡地域、南楢岡地区、外小友地区

中山線 大曲地域、外小友地区
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                       第５章 地域別計画（南外地域）                        

 

  【市の交通システム】 

   市が運営している交通システムでは、南外地域の北部に位置する南楢岡地区において、

公共交通空白地域の解消を目的とした乗合タクシーを３路線、また南部に位置する外小友

地区において、バス路線廃止代替交通の確保及び公共交通空白地域の解消を目的とした南

外市民バスを４路線運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路線バス

市民バス

乗合タクシー

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年 １日３～５便 ４路線

西ノ又線（生徒送迎）

西ノ又線

週１回火曜日 釜坂・荒又線 18.2ｋｍ 35分 5

週１回水曜日 荒沢・十二ケ沢線 17.2ｋｍ 40分 4

週１回木曜日 中野・滝・桑台線 14.9ｋｍ 30分 5

通年・週２回 １日６便 ３路線

西板戸線 7.5ｋｍ 13分 5

大杉線 9.8ｋｍ 17分 7

赤平後野線 9.2ｋｍ 15分 5

35分

交通空白
解消 往３便、復３便

通学日

５００円
火・金曜日

交通空白
解消

市民バス

乗合タクシー

南外

無料

区域運行
（デマンド型）

路線運行
（定時定路線）

路線廃止
代替

16ｋｍ往１便、復２～４便

往１便、復２便

10
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 第５章 地域別計画（南外地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

本地域の南に位置する外小友地区においては、現在、市民バスを運行することにより、

公共交通空白状態は解消されているが、４路線のうち３路線は、週１日１往復半という運

行回数であることから、利用者の利便性という観点からは十分とはいえず、公共交通空白

地域に準ずる地区としての対応が必要と思われる。 

 

①釜坂・荒又線沿線   …釜坂、荒又地区 

②荒沢・十二ケ沢線沿線 …荒沢、十二ケ沢地区 

③中野・滝・桑台線沿線 …中野、滝、桑台地区 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 ① 
③ 

路線バス

市民バス

乗合タクシー
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                       第５章 地域別計画（南外地域）                        

 

 ４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題  ：運行区域の拡大                              

 

対策 ：新たな運行ルートの設置                             

          現在は、南楢岡地区から神岡総合支所までを運行ルートとしているが、

南外総合支所方面への運行要望があることから、新たなルートの設置を検

討する。 

 

【市民バス】 

 

課題１ ：効率的な交通システムの構築                              

 

対策 ：スクールバスの活用による運行便数の増                             

          市民バスは、外小友地区において、南外総合支所までの４路線を運行し

ているが、そのうち３路線は、週１日の運行であり、運行便数の増に対す

る要望があることから、現有のスクールバスの効率的な活用を検討する。 

 

課題２ ：公平な受益者負担の設定                              

 

対策 ：適正な利用者負担の検討                             

          市民バスは、市所有の車両を活用して運行しており、現在は無料で利用

できる。今後は、運行便数の増等さらなる利便性の向上を図るとともに、

他の公共交通利用者との公平性を確保するためにも適正な利用者負担を検

討する。 

  

【公共交通空白地域の解消】 

 

課題  ：地域内の移動が不便な地区の解消                              

 

対策 ：市民バス・乗合タクシーを補完する交通システムの検討                             

          市民バス及び乗合タクシーは定時定路線運行という限定的な運行であり、

地域住民の最低限の交通手段を確保するという目的は果たしている。 

しかし、「いつでもどこへでも移動できる」という地域住民の要望には

対応できていないことから、今後、過疎地有償運送等の実施を検討する。 
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 第５章 地域別計画（仙北地域）                        

 

『仙北地域』  

  

１．地域の概要 

  本地域は大仙市内でも一番面積が少ない地域で、東

部の真山・長森・一ツ森の丘を除くと、そのほかの土

地のほとんどが平地で、地域全体の４分の３が田と畑

となっている。              

  地域の住民の多くが、大曲地域を生活圏としてい

て、太田地域、美郷町から大曲地域に到達する通過

地点となっている。 

  仙北地域は、高梨地区、橋本地区、上野田地区、払田地区、戸地谷地区、横堀地区、板

見内地区、福田地区、堀見内地区で構成されている。 

 

２．交通の現状 

 

 【路線バス】 

 本地域の路線バスは、長信田線、千屋線の２路線となっている。長信田線は今後廃止

協議の対象とされている。また千屋線については、大仙市から美郷町にまたがっている

ことにより県の補助対象になっている。しかしながら、利用客が少ないことから、今後

廃止協議の対象になる可能性も十分ある。 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

長信田線 大曲地域、堀見内地区、福田地区、横堀地区、太田地域

千屋線 大曲地域、高梨地区、払田地区、美郷町、太田地域
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                       第５章 地域別計画（仙北地域）                        

 

  【市の交通システム】 

    仙北地域で運行されている交通システムは、橋本地区、高梨地区、上野田地区、堀見

内地区、福田地区、板見内地区にある公共交通空白地域の解消を目的として運行する乗

合タクシーが２路線となっている。 

 

 

 

 

 

 

路線バス

乗合タクシー

地域 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

１日６便 ２路線

板見内線 9.8ｋｍ 18分 7

上野田線 9.1ｋｍ 18分 8

路線廃止
代替

仙北 乗合タクシー
区域運行

（デマンド型）
通年・平日５００円

往３便、復３便
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 第５章 地域別計画（仙北地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

   市民の日常生活における移動手段を確保するため、今後交通システムの導入が必要とな

る候補地として、現在公共交通がない地区を特定したところ、以下のような状況になって

いる。 

   

①川戸賀集落 

川戸賀地区は、本地域の北側に位置し、公共交通がない状況である。 

 

②戸地谷北部集落 

  戸地谷地区は、大曲地域に接していて、国道１３号も横断しているが、北部集落に

は公共交通がない状況である。 

 

 

 

① 

② 

路線バス

乗合タクシー
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                       第５章 地域別計画（仙北地域）                        

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【乗合タクシー】 

 

課題１： 利用者ニーズにあった運行内容への改善                             

 

対策１：利用者ニーズに応じてシステムを改善する。                             

乗合タクシーを現在利用している方、未利用の方を含めて、要望と利便

性を把握する。現行のシステムの運行時間、停留所の位置と数、運行回数

を必要に応じて改善する。                    

 

対策２：乗降可能な区域の拡大を検討する。                             

現在は、市街地中心部の医療機関を乗降場所としているが、利用者アン

ケートの結果やタクシー会社からの意見によると、駅東にある医療機関へ

の運行要望があるとのことから、乗降可能な区域の拡大を検討する。 

                     

 

課題２： 公共交通空白地域の解消                   

 

       対策１：地域住民のニーズを把握し、住民説明会等を開催する。       

公共交通空白地域と位置づけられた地区における高齢者の交通利用状況

や将来の乗合タクシー需要等を事前に把握し、乗合タクシーの必要性を確

認したうえで、路線、停留所、便数、利用者負担等について住民説明会を

開催する。 

 

対策２：新規路線の運行を検討する。                

上記事項で、住民より理解を得られた場合、運行事業者との調整を行い、

新たな乗合タクシーの実証運行を検討する。 
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 第５章 地域別計画（太田地域）                        

 

『太田地域』  

 

１．地域の概要 

本地域は、大仙市の東端に位置し、奥羽山脈の麓に広   

がる平地に、農地と散居集落が広がり田園地帯を形づく 

っている。 

地域の中心には、地域住民には欠かせない国民健康保 

険診療所のほか、金融機関、太田総合支所等の主要施設 

が集約されている。 

交通網としては、主要地方道角館六郷線が中央部を、 

同じく大曲田沢湖線が東部をそれぞれ南北に縦断しており、地域の交通手段には重要な道路

となっている。 

 

２．交通の現状 

 

 【路線バス】 

本地域における路線バスは、市中心部から仙北地域を経由して本地域の東部に達する

長信田線と千屋線、仙北市と美郷町とを結ぶ角館・六郷線が運行されている。 

   ただし、市中心部の医療機関への通院や通学に欠かせない路線である長信田線が、今

後において廃止協議の対象になると予想される。 

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 運行地域

長信田線
大曲地域、仙北地域、中里地区、横沢地区、斉内地区、
太田地区

角館・六郷線
仙北市、中仙地域、国見地区、横沢地区、三本扇地区、
美郷町

千屋線 大曲地域、仙北地域、美郷町、川口地区
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                       第５章 地域別計画（太田地域）   

 

  【市の交通システム】 

    市が運営している交通システムは、医療機関を受診する高齢者の交通手段であるとと

もに、日常生活に欠かせない一次日常生活圏の公共交通空白地域解消を目的として、運

行するコミュニティバスが１０路線運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

地区 交通システム 目的 運行形態 利用者負担 運行日 便数 路線 距離 時間 停留所

通年・週１回 １日２便 １０路線

月曜１番 ⑦真木線 7.3ｋｍ 25分 9

月曜２番 ②赤坂線 6.3ｋｍ 24分 10

火曜１番 ①宮羽線 6.9ｋｍ 32分 10

火曜２番 ⑥斉内線 7.1ｋｍ 28分 12

水曜１番 ⑧石神線 7.4ｋｍ 30分 13

水曜２番 ③若泉線 7.1ｋｍ 28分 13

木曜１番 ⑤八幡前線 6.8ｋｍ 26分 11

木曜２番 ⑩永代線 7.1ｋｍ 28分 13

金曜１番 ⑨惣行線 7.8ｋｍ 29分 12

金曜２番 ④高橋線 6.7ｋｍ 28分 12

路線廃止
代替

交通空白
解消

往１便、復１便

路線定期運行
（定時定路線）

コミュニティバス
（シャトルバス）

太田 ２００円

路線バス

コミュニティバス
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 第５章 地域別計画（太田地域）                        

 

３．公共交通空白地域 

本地域においては、現在、コミュニティバスを運行することにより、公共交通空白状態

は解消されているが、週１日１往復という運行回数であることから、利用者の利便性とい

う観点からは十分とはいえず、公共交通空白地域に準ずる地区としての対応が必要と思わ

れる。 

 

①宮羽線沿線     …三本扇地区 

②赤坂線沿線     …駒場地区 

③若泉線、高橋線沿線 …国見地区 

④斉内線沿線     …上斉内、北開地区 

   ⑤真木線、石神線沿線 …真木、金井伝、石神地区 

   ⑥惣行線、永代線沿線 …永代、惣行地区 

   ⑦地域中心部     …田ノ尻、新田、新興、千本野地区 

 

路線バス

コミュニティバス

② 

① 

⑥ 

 

⑤ 
③ 

④ 

⑦ 
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                       第５章 地域別計画（太田地域）    

 

４．検討課題と今後の対策 

 

【コミュニティバス】 

 

課題１ ：利用者ニーズにあった運行内容への改善                     

 

対策１：利用者ニーズにあったルートを検討する。           

 現在運行している路線は、地域全域をカバーするルートとなっているこ

とから、利用者ニーズを把握し利用目的に合致した運行ルートの変更を検

討する。 

 

対策２：路線バスとの接続運行を検討する。             

 現行の運行ルートは、太田地域内のみであることから、市中心部や太田

地域以外の目的地までの移動を可能にするため、路線バスとの接続につい

て検討する。 

 

対策３：割安回数券の発行について検討する。            

 １回の利用料金が２００円と割安ではあるものの、高齢者が小銭を扱う

のに苦慮する場面もあることから、綴り込み式の回数券の発行と併せて優

遇措置として割引制度も検討する。 

 

対策４：利用施設と連携した往復割引について検討する。       

 温泉施設やスーパー利用者の帰りの分は利用施設から援助いただき本人

負担が軽減できるよう利用施設との連携について検討する。 

 

課題２ ：利用しやすい交通システムへの改善                   

 

対策 ：乗降が容易な車両の運行を検討する。            

 現在運行している車両は、乗降口の段差が大きく、高齢者が乗降時に難

儀している事例があることから、利用者から要望の多い段差の少ない車両

の運行について検討する。 
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 第６章 実施計画                                

第６章 実施計画 

 

１．市全体 

路線バス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・運営方式の見直しを検討する研究部会発足
・運営方式の見直しに関する調査、検討
・（新たな運営方式による実証運行）
・（新たな運営方式による本格運行） 実施 →

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・乗合割引制度の検討 実施 → → →
・新たな運営方式の調査、検討
・（新たな運営方式による実証運行）
・（新たな運営方式による本格運行） 実施 →

過疎地有償運送 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・制度周知、説明会の開催
・運行に関する検討、登録手続
・モデル地域における実証運行
・本格運行への移行と実施地域の拡大 実施 →

市町村有償運送 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・制度周知、説明会の開催
・運行に関する検討、登録手続
・西仙北地域と南外地域で実証運行
・本格運行へ移行 実施 → →

免許返納者への優遇措置 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・免許返納者優遇措置の制度検討 実施 → → →

新たな交通への支援措置 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・実施団体への支援措置の内容検討 実施 → → →
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                              第６章 実施計画                                

 

２．大曲地域 

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・通年運行 実施 → → → →
・運行区域の拡大など改善策の検討 実施 → →
・新規路線設置候補地住民説明会
・新規路線実証運行
・新規路線本格運行 実施 →

循環バス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・アンケート調査
・回数券制度の検討 実施 → →
・運行ルートの見直し検討 実施 → →
・停留所等施設整備
・愛称の募集
・車内活用事業の検討 実施 → → → →

 
 

３．神岡地域 

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・既設路線の増便運行 実施 → → → →

 

 

４．西仙北地域 

西仙北

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・既設路線本格運行 実施 → → → →

患者輸送バス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・利用料金等運行内容の検討
・有償運行への移行の周知・説明会
・市町村有償運送による実証運行
・市町村有償運送による本格運行 実施 → →

スクールバス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・スクールバスの活用（市町村有償運送） 実施 → → →
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 第６章 実施計画                                

 

５．中仙地域 

乗合タクシー（乗合自動車利用助成事業） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・全路線利用者意向調査実施
・利用者意向調査結果から改善案の検討 実施 → → →
・利用助成事業の継続 実施 → → → →  

 

６．協和地域 

生活バス兼スクールバス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・利用促進事業の住民説明会
・稲沢線の代替交通の検討
・代替交通の実証運行
・代替交通の本格運行 実施 →

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・既設路線本格運行 実施 → → → →
・利用促進事業の住民説明会

 

 

７．南外地域 

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・新規路線に係る調査・協議
・既存路線の改善策の検討 実施 → → →
・新規路線実証運行
・新規路線本格運行 実施 → →

市民バス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・利用料金等運行内容の検討
・有償運行への移行の周知・説明会
・市町村有償運送による実証運行
・市町村有償運送による本格運行 実施 → →

地域内交通システム（過疎地有償運送） Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・制度周知、説明会開催
・利用料金等運行内容の検討、協議
・実証運行
・本格運行への移行 実施 →

スクールバス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・スクールバスの活用（市町村有償運送） 実施 → → →
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                              第６章 実施計画                                

 

８．仙北地域 

乗合タクシー Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・実態調査
・運行区域の拡大など改善策の検討 実施 → →
・新規路線の検討
・新規路線設置候補地住民説明会
・新規路線実証運行
・新規路線本格運行 実施 →

 

 

９．太田地域 

コミュニティバス Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

・低床型車両運行検討
・回数券制度の検討 実施 → →
・運行ルートの見直し検討
・停留所等施設整備
・新運行ルート運行 実施 → →
・新たな交通システムの検討
・新たな交通システムの実証運行
・新たな交通システムの本格運行 実施

 

 

  

『活用が見込まれる財源制度』 

○過疎対策事業債 

  ・過疎地有償運送実施団体の設立経費 

  ・過疎地有償運送の運行に要する施設整備費  

 

 ○社会資本整備総合交付金（効果促進事業）  

  ・循環バスの利用者ニーズを把握するためのアンケート調査経費 

  ・運行ルート見直しによる停留所等施設整備費や新規車両の購入費  

 

 ○県生活バス路線等維持費補助金（地域公共交通再編促進事業費補助金） 

  ・乗合タクシー等の実証運行にかかる経費 

  ・停留所など運行に要する施設整備費  

 

 

 

    

 

 



76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



77 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

計画の推進 
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 第７章 計画の推進                              

第７章 計画の推進 

  

計画の推進 

   本計画の実施にあたっては、計画の進行管理や評価を行い、適宜改善を図るＰＤＣＡサ

イクルを採用し、計画を推進する。 

   本計画は、「市民・運行事業者・行政」が連携し、大仙市地域公共交通活性化再生協議

会などにおいて進行管理、評価及び改善提案を行い、より地域の実態に即した地域公共交

通を実現させるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民

運行

事業者行政

計画（Plan）

市民・利用者の意見を
反映し計画を策定す
る。

実行（Do）

計画に基づき、運行及
び社会実験を実施す
る。

評価（Check）

課題を踏まえ適宜計画
を評価する。

改善（Action）

評価に応じて、運行計
画の見直し・改善を行
う。

大仙市地域公共交通

活性化再生協議会
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地域協議会名：大曲地域協議会

事項

現状と課題

大曲地域協議会では、大仙市が今後も「循環バス」事業を継続していくため、課題に対する解
決策の検討・集約を行ってきた。

　循環バスの運行目的を「中心市街地活性化」から「生活支援」に転換し、市民に頼りにされ、
市民に愛される「循環バス」をめざすため、次の６項目を提案する。

○割引制度を含む運賃の再検討
　最近の利用者減少の大きな要因のひとつに、２０年度の料金値上げが考えられることから、
花火１００周年である今年、試験的にバスの運賃を１００円に値下げすること、また、プレミアム
付きの回数券を発行してリピーターの利便性を向上させることなどにより、運賃制度を再検討
するべきである。

○路線の見直しによる１周あたりの運行時間の短縮
　終点・始発間の２０分の待ち時間が利便性を欠く原因となっていると考えられることから、利
用率の低い停留所を統合し、１周２０分程度のルートに再編するべきである。
　また、運行ルートについても、８の字や平日・休日別、逆回り等も検討すべきである。

○乗って楽しい仕組みづくり
　フリー乗降区間を設けその区間では音楽を流す、車内を美術展のギャラリーとして利用す
る、掲示や放送で花火に関する情報を提供する、バスの内外装をリニューアルするなど、明る
く楽しい雰囲気づくりに努めるべきである。

○運行コストの削減
　業者選定や契約方式等の見直しにより、バス運行にかかる総コストを削減し、将来も安定的
に継続できる事業として取り組んでいくべきである。

○広告制度の導入による収入増加
　車内外に広告を掲載するとともに、商店街や病院と連携して割引券を発行することなどによ
り、コストの削減と利用者の増加を目指していくべきである。

○利用者の意向把握
　現在の利用者を対象とした簡潔なアンケートを実施し、利用者のニーズを把握するべきであ
る。

提言内容

市への提言事項

大仙市循環バスについて

　大仙市循環バスは、平成１３年９月から運行されており、今年度で８年目を迎えている。
　年度ごとの降雪状況等の影響も考えられるが、昨今のジョイフルシティの閉店等をはじめと
する中心市街地の環境変化、運賃の値上げ（１００円→２００円）、郊外型ショッピングセンター
の増加と車社会の進展などの要因により、利用者の減少傾向が続いている。２０年度には、１
７年度実績の約２分の１まで落ち込んでおり、市の目標数値には達しておらず、利用者の拡大
が大きな課題となっている。

　○運行回数　１日８便（循環バス）　　　 ○平均乗車人数　　　７．０人（２０年度）
　○運行目的　中心市街地活性化　　　　○乗車人員　　　２０，３０４人（２０年度）
　○利用者負担　１乗車２００円　　　　　　○市負担額　６，２１９，３６０円（２０年度）
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地域協議会名：大曲地域協議会

事項

現状と課題

　大曲地域協議会では、公共交通空白地域の市民の足を守り継続していくため、乗合タクシー
の課題に対する解決策の検討・集約を行ってきた。
　更なる利便性の向上及び利用促進のため、次の３項目を提案する。

○利用促進に関すること
　・民生委員や公民館、警察等の関係機関と連携を取りながら、乗合タクシーのPRと情
　　報交換を積極的に行うこと。
　・乗合タクシーの利用者や登録済であるが利用していない方、未登録者、タクシー運
　　転手などから広く意見を聴取し、課題や要望を定期的に集約すること。
　　また集約結果を市民に公表し、関心を高めてもらうこと。
　・手続きや利用方法などの不明な点を解消するため、訪問などのサポート体制を構築
　　し、利用者の増加を図ること。

○利便性の向上に関すること
　・冬期間の運行であり停留所までの移動が困難なため、乗降所を定めない戸口まで
　　の送迎とし利便性向上を図ること。
　・通院時の利用を考慮し、行きの便に午前７時の便を追加すること。
　・現在の運行期間（１２月から３月まで）を、通年運行または１１月からとし、利用者の
　　ニーズに応じた運行期間とすること。
　・現在は２路線の運行であるが、同じ環境にあるより多くの市民に広く利用してもらう
　　ことが必要と考えられるため、他の公共交通空白地域についても導入を図ること。

○中長期的な公共交通全般に関すること
　乗合タクシーを核とした、デマンド交通システムを大曲地域全域または大仙市全域で構築す
ることについて、便数及び運行日数など一定の条件のもとでその導入の可能性を検討するべ
きであると考える。
　ただし、他の公共交通機関及び地域内外の公平性を考慮しながら、地域特性に応じた適正
な受益者負担を前提に、採算性も考慮した将来にわたって安定的に持続可能な交通システ
ムである必要がある。
　また、法令改正など社会情勢の変化にも注視しながら、ボランティアによる有償運行や交通
特区など、従来の枠組みにとらわれない「新たな公共交通システム」の検討も行うべきである
と考える。

提言内容

市への提言事項

大曲地域の乗合タクシーについて

　大曲地域の乗合タクシーは、平成１６年度から試験運行を実施し、平成２０年度に実証運行
を開始しており、今年度で２年目を迎えている。
　乗合タクシーは、廃止された生活バス路線への代替手段や公共交通空白地域に対する交
通手段として、内小友地区の一部（中田、宮林、大嶋）および四ツ屋地区の一部（了徳、水呑
場、新谷地、原野）・松倉地区で運行されている運賃定額の交通システムであるが、よりよい
サービスの提供と将来にわたった安定的な運行を実現するため、更なる利便性の向上や利
用促進が必要であると考える。
　また、現行の２路線ばかりでなく、他にもニーズのある地域があることから、他地域での導入
も必要とされているところである。

○ 運行回数　 　１日５便（行き２便、帰り３便）
○ 利用方法　 　定時定路線（運行時間、運行経路、乗降所を決めて）
　　　　　　　　   　利用者は登録制（市より乗車証発行）、年齢制限は無し
○ 乗合率　　 　 内小友地区 1.45人、四ツ屋・松倉地区 1.57人 (H20年度)
○ 利用人数　　 内小友地区 282人、四ツ屋・松倉地区 304人 (H20年度)
○ 利用者負担　１乗車（片道）５００円
○ 市負担額　 　内小友地区 346,500円、四ツ屋・松倉地区 463,000円 (H20年度)
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神岡地域公共交通に関する市への提言 

神岡地域協議会 

 

 

【現状】 

 公共交通空白地域の解消を目的に４路線（大野、関金、八石、宇船）を運行してい

る。 

 利用登録者数は平成２２年３月末現在で２４４名で、サービスを開始した平成２０

年４月から横ばいの状況にある。 

利用者は、ほぼ固定しており、ほとんどが６５歳以上の女性で、目的は通院・買い

物が主である。延べ利用者数は、４路線平均の前年同期比率で１４４％となっており

多いところでは１８０％、１９８％と大きく伸びているが、乗合率は、１路線を除き

１人一台の状況である。 

 アンケート結果から見ると、路線や停留所、運行時間等概ね良いとの評価を受けて 

いる。また、現在利用していなくても「自分が自動車等を運転できなくなった場合に 

は利用する」という潜在的登録者が多い状況にある。 

 【課題】 

  １．利用者数及び乗合率の向上 

  ２．路線の統合及び延長 

  ３．周知の徹底及び情報の共有 

  ４．路線バス廃止に伴う沿線住民の足の確保及び事業区域の拡大 

 【提言】 

  １．利用者数及び乗合率の向上 

    ①回数券の導入 

     ・１０回利用した場合１回無料とする。 

    ②ドアツードア制の導入 

     ・足の不自由な人がいるので、停留所まで行くのが不便である。また、冬

季間や風雨の場合停留所で待つのは大変なことから、自宅からの乗降制

度に変更する。 

    ③乗り合った場合の割引制度の導入 

     ・２人乗合の場合４００円、３人乗合の場合３００円とする。 

    ④利用距離による料金制度の導入 
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  ２．路線の統合及び延長 

    ①宇船線と八石線の統合 

     ・宇船線の利用者が月２回であること、また、八石線の戸月地区と国道を

隔てているだけで、時間の調整を図ればこの２路線は統合可能である。 

    ②大曲地域への路線の延長 

     ・通院や買い物等生活圏域が大曲地域であり、支所からＪＲの電車や路線

バスに乗り換えるのではなく、大曲地域まで延長すべきである。この場

合料金については、高く設定する。 

    ③嶽の湯や診療所までの路線の延長 

     ・利用の多い嶽の湯や診療所まで路線延長することにより、利用者の利便

性の向上が図られると共に、利用者の増加につながる。 

 

  ３．周知の徹底及び情報の共有 

    ①説明会の実施 

     ・利用可能地区の自治会や老人クラブ等への説明会を実施し、登録の呼び

かけや乗り合いの奨励をすることにより、利用の向上を図る。 

    ②情報の共有 

     ・利用可能地区以外の住民にも、この事業がどの様なことを目的に行われ

ているのかを説明し、地域全体で考える機会を設ける。 

     ・アンケート調査を実施し、広く住民からの意見・要望等を伺い、今後の

神岡地域の公共交通のあり方について検討する。 

 

  ４．路線バス廃止に伴う沿線住民の足の確保及び事業区域の拡大 

    ①路線バス廃止に伴う沿線住民の足の確保 

    ・これまでの路線バスの運行便数の減や、平成２２年４月からは土川線、心

像線急行境大曲線が廃止され、また、３年後には杉山田線や南外線の廃止

が取り沙汰されているところであり、これらの実施により沿線住民の社会

生活を送る上での足の確保が必要となることは確実である。神岡地域は国

道１３号線を経由して神宮寺と大曲が生活圏であり、西仙北地域境からの

乗合タクシーやコミュニティバス等の運行が必要である。 

    ②事業区域の拡大 

      ・高齢化の進展に伴い交通弱者が増加することは確実であり、将来的には、

事業を神岡全域に拡大すべきである。 
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地域協議会名：西仙北地域協議会

事項

現状

課題

　 

○利用者への周知及び意向把握
　 老人クラブ等への周知をもっと図るべきである。
　 利用者の声や要望など簡単なアンケートを実施し利用者のニーズを把握すべきで
　　ある。

市への提言事項

大仙市乗合タクシーについて

・強首・刈和野間で９カ所乗降所を設け運行しております乗合タクシーは、平成２０年度
　実証運行してから３年目に入ります。

　○運行回数　　　１日　往路３便、復路４便
　○運行目的　　　バス路線廃止に伴う代替交通手段
　○利用者負担　　１人１回５００円
　○平均乗車人数　1.71人（20年度）　　、1.78人（21年度）
　○乗車人数　　　　1,107人（20年度）　、1,497人（21年度）
　○乗車運行回数　６４８回（２０年度）　、８３９回（２１年度）
　○市負担額　　　　1,066,500円（20年度）、1,349,000円（21年度）

・利用者のニーズの把握により乗合率の向上と利用ＰＲの周知に努めなければなら
　ない。

提言
内容

　西仙北地域協議会では、大仙市が今後も「乗合タクシー」事業を継続していくため、
　課題に対する解決策の検討・集約を行ってきました。
　地域内の交通不便区域では、生活の足の確保に対する要望が多く、市民に頼られ、
　市民に愛される「乗合タクシー」をめざすため、下記を提案します。

○割引制度を含む運賃の検討
　 ２人以上の利用に対し割引することにより、既存利用者の維持や新規顧客獲得に
　 繋がり、利用機会が増えれば料金割引を行ってもコスト削減になる。

○乗って得するポイント制度
　 乗車料金一律５００円ではなく利用される方にポイントを与え、近距離で乗車される
　 方には、多くのポイントをつけ、一定のポイントで一回は無料にする。

○自治体運営について
　 地域には不可欠な地域交通は、地域によって支えていくという基本に立ち、地域
　 コミュニティ団体（自治体）で自主独立の運営を行っていく方向が必要です。
　 そろそろ地域力が成長しており、コミュニティ団体が公共サービスの事業主体を担
　 えるようになってきている。
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事項 交通政策全般についての意見
現状
課題 地域交通政策の課題

提言内容

環境（ゴミ）、安全安心、防災等の問題とは異なり、全ての地域にとって平等に必要な課題でな
いので、地域の状況により異なり必要の可否は地域住民の判断に任せるほうがよい。
地域全般にまたがる課題となる、旧町村単位で考えないといけない。
年代居住地によって地域住民それぞれにとって必要性が異なることではあるが、個人（個別）
では解決できない課題ではないか。
実際の運行のためには事業を担っていく組織体制化が必要となることにより、地域コミュニテ
イー団体が事業体化するきっかけ（魁）となる。
新しい地域協働の可能性が生まれる。

最善の政策かどうかわかりませんが、現状のなかでは大変よく交通の施策に努め、ご尽力され
ていると思います。
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地域協議会名：西仙北地域協議会

事項

現状

課題

提言内容

○地域においては、今後ますます高齢化が進み、有料（１００円～２００円位）となっても
   継続すべきと思います。

○３路線とも、たいへん利用者も多く是非運行継続した方がよいと思います。

市への提言事項

大仙市患者輸送バスについて

○実施内容
　　運行回数　　　大沢郷第１地区（大場沢～刈和野）　　火曜日
　　　　　　　　　　　大沢郷第２地区（大場台～刈和野）　　金曜日
　　　　　　　　　　　大沢郷第３・強首地区（椒沢～刈和野）木曜日
　　　　　　　　　　　各地区毎週１回の１往復
　　運行目的　　　公共交通空白地域解消
　　　　　　　　　　　患者輸送車ということで、全て医療機関へ行くための人を乗せている
　　利用者負担　 無料
○利用者実績
　　平均乗車人数　　　１２．８９人　（２０年度）　、　１３.６人（２１年度）
　　乗車人数　　　　　　１，８９５人（２０年度）　　、　１,９８０人（２１年度）
　　乗車運行回数　　　１４７回　（２０年度）　、　１４６回　（２１年度）
    ２４人乗りストレッチャー付き

○公共交通空白地域解消に伴い、昭和５３年７月の運行開始から無料で輸送を行っているが、
公平な見方から利用者負担を検討していかなければならない。
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地域公共交通の提言 

地域協議会名：中仙地域協議会 

 

 

 

事   項 

 

①中仙町乗合自動車利用助成金について 

②中仙タクシー運営の乗合タクシーについて 

 

   現状と課題 

 

①中仙町乗合自動車利用助成金について 

 中仙タクシーが平成１２年４月１日に１路線から始めた乗合タクシー 

は、現在５路線の運行となり、車の運転ができない地域住民の貴重な交通

手段となっている。現在、暫定施行の中仙町乗合自動車利助成金交付要綱

により、実質３００円の自己負担で利用しているが、市の乗合タクシー利

用料金が５００円となっており、昨年の助成金改定説明会において、いず

れこの要綱も５００円に改定されるとの説明だったが、地域的にもこの利

用者は、国民年金に頼る老齢者や悪天候の際利用する高校生が主で、金銭

的にもあまり余裕のない方々のようである。利用者の経済状況などから、

当路線は定時定路線の運行であり、循環バス、コミュニティバスと同等と

して現行の額を維持することが必要と思われる。 

 

②中仙タクシー運営の乗合タクシーについて 

 地域住民の貴重な交通手段となっているこの乗合タクシーも、利用状況

を見ると、以前からの利用者が自由に外出できなくなったなどの事由や高

齢者の免許証返納が進まないことなどから減少傾向にあり、中仙タクシー

でも出来る限りの営業努力をしているようだが、将来利用者の激減などに

より、採算性が失われこの事業から撤退するような危機に陥った場合、市

の公共交通の一環として路線が存続できるよう政策等を考えることが必要

と思われる。 

 

 

 

提言内容 

 

 

 

 

 

 

①中仙町乗合自動車利用助成金について 

  当地域における乗合自動車利用助成金交付要綱の額を、当分の間現行通

りとしていただきたい。 

②中仙タクシー運営の乗合タクシーについて 

  中仙タクシー合資会社運営の乗合タクシーが、将来においても地域住民

の貴重な交通手段として存続できるよう、市の交通政策の一環としてとら

えていただきたい。 

 



88 

 

　　　　　　　　　　　地域協議会名　：　協和地域協議会

　協和地域内では、平成２１年度末で、秋田・角館間の急行バスと境・船沢間の生活バス路線が

利用客の減少を理由に廃止されることになりました。

　このことにより、市では船沢地区の交通手段を確保するため、平成２２年度から小学生の通学用

としてスクールタクシーを、一般客の路線バス代替交通として大仙市乗合タクシーを新たに実証

　また、秋田・角館線廃止の影響を考慮し、境･稲沢間を走る稲沢線を、一部角館営業所まで延伸

することとし、朝２往復、日中１往復、夕方１往復を試験的に実施することとしました。　

　乗合タクシーについては、平成２１年度から大仙市で新たに取り組みした制度で、１年間の実証

運行期間内に細部について検討の余地があると思われます。

　平成22年度から新たに実証運行することになりました船沢地区の乗合タクシー及び稲沢線の角館

営業所までの延伸について、利用者の利便性を図るためにも、次のことについて提言いたします。

　　（船沢乗合タクシー関連）

　１．乗合タクシーの利用負担額の見直しについて　

   　利用負担額が全市一律５００円で統一されておりますが、短距離利用の場合の高負担感

　が感じられるため、距離に応じた負担のご検討をお願いします。

　２．乗合タクシー利用の促進について　

　　実証運行にあたっては、本制度のＰＲを積極的に行い、乗合の促進及び利用者の増加

　を目指すことが必要です。

　３．スクールタクシーの効率的運用について　

　　船沢地区の児童の登下校にスクールタクシーの運行を計画しておりますが、児童・生徒

　のみではなく、一般利用者も同乗し利用できるようご検討願います。

　　（稲沢線の延伸関係）

　　稲沢線の日中１往復の延伸については、住民からの強い要望を受けての措置であり、運行

　された場合は、継続運行が図られるよう利用客の増加を目指していかなければならないと思います。

提　　言

現　　状

市への提言事項

　地域協議会名　：　協和地域協議会

事　　項 協和地域の公共交通について

　４．制度のＰＲと利用客の増加対策の推進

運行することになりました。
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地域協議会名：南外地域協議会

事　項

現状と課題

　南外地域協議会では、市が今後も南外地域公共交通システム事業を維持継続してい
くため、課題に対する解決策の検討・集約を行ってきた。
　地域公共交通システムの事業目的である「交通空白地域の解消」と「交通弱者の救
済」の実現を目指すため、現行システムの改善案として次のとおり提言する。

○PR活動の強化
　自治会や老人クラブ等を対象にした説明会の開催等を通じて地域住民の事業への関
心を高め、より多くの住民が利用できるような雰囲気づくりに努めるべきである。
【市民バス】
○運行ダイヤの調整と待機場所としての公民館の利活用
　往復1便のみの現行ダイヤは場合によっては市民バス利用者に長い待機時間を与えて
いるため、利用実態を踏まえながら調整するべきである。また、公民館を待機場所と
して積極的に活用し、市民バス利用者が待機時間を有効に使えるような環境を整える
べきである。
【乗合タクシー】
○運賃の適正化とサービスの向上
　無償運行している市民バスとの不公平感を解消するためにも、運賃は現行のままで
適正か、また運賃に見合うサービスを提供できているか再検討すべきである。また、
現在の運行形態では、南楢岡地区在住の交通弱者が乗合タクシーを利用して地域の中
心部である外小友地区へ移動できないため、利用者ニーズに応える方策が必要であ
る。

提言内容

市への提言事項

南外地域公共交通システムについて

　羽後交通バス南外線の一部区間廃止を受け、交通空白地域の解消と交通弱者の救済
を目的に平成20年4月から外小友地区で導入されたなんがい市民バスは、通学バス機能
を併せ持つ関係上、時間的に大きな制約を受けながら運行している。このため、現行
の運行ダイヤは必ずしも利用客の利便性に即しているものとは言い難く、特に往路便
と復路便との運行時刻の間に大きな空き時間が生じていることは利用客の伸び悩みの
原因のひとつとなっている。
　また、同様の趣旨で南楢岡地区で事業実施している乗合タクシーは、導入後、対象
区域内の住民に浸透し安定した利用客数を確保している。だが、同一地域にふたつの
地域公共交通システムが並存している状況下、無償運行している市民バスと比較し、
現行の利用料金や運行形態に対して不公平感を抱く利用者もおり、利用者意識の違い
を指摘する声もある。

【なんがい市民バスの現況】
■路線数及び運行回数／4路線　各路線往復週１便
（ただし、西ノ又線は平日１日往路１便、復路１～３便）
■年間稼働台数（平成20年度実績）／875台
■利用登録者数／235人（平成22年2月1日現在）
■年間乗客数（平成20年度実績）／4,454人（うち利用登録者数594人）

【南外地域乗合タクシーの現況】
■路線数及び運行回数／３路線　毎週火曜日・金曜日往復３便
■年間稼働台数（平成20年度実績）／95台
■利用登録者数／147人（平成22年2月1日現在）
■年間乗客数（平成20年度実績）／96人

 



90 

 

地域協議会名：南外地域協議会

事　項

現状と課題

市への提言事項

住民参加型交通システムの導入について

　現在地域公共交通システムを利用していない住民の多くは自家用
車を持ち自分で運転できる、または家族や近隣住民の手助けがある
など、現時点においては何らかの移動手段を持っている。しかし、
少子高齢化の進行は地域交通を影で支えてきた若・壮年ドライバー
の減少に直結するため、今後は車を持たない、車を運転できない高
齢者の地域公共交通システムの利用ニーズは高まっていくものと予
想される。
　南外地域の地域公共交通は、地域を縦貫する羽後交通バス南外線
を軸に、南外線運行エリア外を市が運営する市民バスと乗合タク
シーで補完することで全域をカバーしている。ただ、市の財政状況
と関わり合いが深い市民バスと乗合タクシーは、限られた予算で工
夫を凝らして運行しているようではあるが、残念ながら「いつで
も」「どこでも」「気軽に」利用できる状況になく、使いこなせる
人だけが使っている印象である。かといって、現下の厳しい経済情
勢の中では市や事業者に頼った交通手段の維持は困難であり、限界
が見え始めている。

提言内容

公共交通機関が万全な環境になく、さまざまな不安や問題を抱えている南外
地域においては、市と民間がそれぞれ実施している現行システムを補完すると
ともに、住民の地域公共交通に対する安心と信頼を高めるために、既存の公
共交通システムと共存しつつ、交通事業の担い手として地域住民が主体的
に参加でき、かつ全域で共通のルールの元に利用できる新しい交通システム
の構築が必要である。
南外地域協議会は、市がその早期実現を目指した取組みを積極的に推進す
ることを強く提言する。
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市への提言事項 

地域協議会名：仙北地域協議会 

 

事 項 

 

 仙北地域の乗合タクシーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 大仙市公共交通の生活バス路線は通学者・高齢者など地域に密着した重要な交通

手段として大きな役割を担っていますが、近年、利用者の減少傾向が続き、バス事

業者だけでは運行維持が難しい状況になっています。仙北地域でも湯ノ沢線、板見

内線の生活バス路線が廃止になり、公共交通空白地域の解消と生活の利便性を確保

する対策として乗合タクシー、上野田線、板見内線を平成20年度より運行しており

ます。また、長信田線は３年後に生活バス路線の廃止が決定しております。公共交

通空白地域が生じないように今後新たな交通システムを検討し、市民の要望や不安

の解消に努めていかなければなりません。また現在運行している乗合タクシーにつ

いても、高齢者社会に対応して多くの方が利用でき、運行経費も縮小出来るように

乗合率を上げ、現状に即した変化を求められることとなります。 

 《平成２０年度仙北地域乗合タクシー実績》 

◎運行回数 １日３往復   ◎利用者負担 １乗車５００円  

◎乗合率 １．３６人    ◎乗車人員 １，０５９人 

◎運行経費 １，８８６，７００円  ◎登録者 ４５９人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言内容 

 仙北地域協議会では、大仙市公共交通の既存の生活バス路線が廃止・縮小される

ことに伴い、これから迎える高齢化社会で公共交通機関に頼らざるを得ない市民の

交通手段を構築していただけるよう、次の項目について提言いたします。 

 

 ◎乗合タクシーの利用について（改善点） 

  地域の要望を的確に把握して、乗降所の数や運行回数を増やし、交通弱者が利

用し易い交通システムに改善していくことが必要である。 

 ◎乗合タクシー乗合率向上のための運賃割引制度の導入について 

  1回の運行経費が定まっているので、相乗りした場合の１回の料金500円から 

100円の値引きをするなど市民にも喜ばれる割引制度の導入を進めていくべきで

ある。 

 ◎長信田線（バス路線）廃止に伴う新たな交通システムについて 

  3年後に廃止となる長信田線については、バス路線を継続してもらえることが

最上の方法だが、バス路線が廃止しても、交通空白地域をなくすために、新たな

交通システムとしてNPO法人が設立できるような環境を整え、市でも後押しする

ような試みを企画実施していくべきである。 

 ◎他地域との連携を考えた新たな交通システムの構築について 

  長信田線は太田地域長信田地区が始発（終点）となっており仙北地域  を経由

して大曲地域で終点（始発）となっている。いずれバス路線の廃  止後の新たな

交通システムを構築するうえで、仙北地域、太田地域が共  同で企画していくこ

とが必要と考えられる。 
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地域協議会名：太田地域協議会

(1)事 項 ①太田コミュニティバスについて

現状と課題

 
　〔平成８年４月からシルバーシャトルバスとして運行。60歳以上無料。〕
　平成21年４月からコミュニテイバスとして運行。（H20年度は実証運行）
　　・実施主体　　大仙市　　　・運行主体　　羽後交通株式会社
　　・運行路線　　１０路線　一日2路線　月曜日～金曜日（お盆、正月運休）
　　　　　　　　　２４集落　５４行政区　１０８停留所　　乗車料金200円/回
　　・運行便数　　１日２路線、往復。　集落から国保診療所、中里温泉
　　・乗車人数　　H20…4,870人（平均5.1人/便、0.1～11.3人）＊H19…8,534人

　　　　　　　　　H21…3,948人（平均4.1人/便、0.3～9.9人）

　利用者の固定化と利用者が減少しており、利用者の増が課題となっております。

提言内容

　
　現在、コミュニティバスの役割は、高齢者を主に交通弱者のために貴重な交通手段となっ
ております。各集落の住民にとって、週１便往復は公共交通の施策としては最低限必要であ
り、料金も２００円と利用し易い金額ですが、利用実績は減少傾向にあります。バスの利用
とともに主目的である国保診療所・歯科診療所、温泉施設などの関係機関と連携し、利用客
増を促す工夫と宣伝が必要であります。
　今後も高齢者の免許所持者の増・介護施設利用者の増などもあり、利用目的が限られてい
ることから、利用者の固定化・減少が続くとも推測されますが、少しでも経費削減のために
バスから小型車・乗合タクシーなどへの運行形態の見直し、利便性の向上、さらにはバス停
まで歩いて行けないような日常的な移動手段を必要とする方々へのフルデマンド型乗合タク
シーへの移行も、検討する必要があります。

(2)事 項 ②羽後交通 長信田線について

現状と課題

　
市が運行主体ではありませんが、羽後交通長信田線については県の補助金が廃止予定（３

年経過後）となることから、今後、バス路線存続か廃止による代替手段の検討が必要となっ
ております。現在、大曲バスターミナルと長信田車庫間（2往復４便は横沢車庫まで）１日６往
復12便が運行されております。

提言内容

　
　地域と市中心部を結ぶ唯一の公共交通機関であり、通学・通院に利用されており、安全な
交通機関として存続を望みます。
　通学は保護者の送迎が増え、利用も少なくなってはおりますが、当地の高校への通学者も
おり、代替手段も含め通学時間帯の低料金の交通機関は必要であります。
　市の負担軽減のために、利用者の極端に少ない便の廃止・通学通院の利用者増による料金
収入の増を図る工夫も必要であります。
　通院者の場合は、バス路線に遠い方も含め、現在戸口から目的地まで１回1,000円で利用
できるフルデマンド型乗合タクシーの利用者も多くなっております。市負担増により、バス
路線が廃止となった場合は、代替手段について、現在運行中のフルデマンド型乗合タクシー
業者との市との連携、他タクシー業者の理解も得て、地域住民の利用者の安全・利便性を考
慮した運行手段を考えなければなりません。

市への提言事項

【太田地域の公共交通機関】
　  ①太田コミュニティバス　（地域内）　　　　54行政区⇔中心部（国保診療所、中里温泉）
　  ②羽後交通　長信田線　　（市内間）　　　　大曲～横堀～横沢～砂溜～長信田
     ＊羽後交通　角館六郷線　（複数市町村間）　角館～横沢～千屋～六郷
     ＊羽後交通　千畑線　　　（　　〃　　　）　大曲～千屋～川口
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回答７８人

【図３　運賃設定について】 【図４　運行ルート、停留所の設置について】

　　　　　日時　：　平成２２年６月１４日、１７日、２０日の全便

　　　　　方法　：　乗客のべ７８人への聞き取り調査

結果概要

参考図

【図１　利用者の年代】 【図２　利用する目的】

 大曲地域　循環バス　聞き取り調査

現状のまま

でよい

71%

改善が必要

22%

無回答

7%

無回答

5%

２０代

1%
３０代

3%

４０代

7%

５０代

4%

６０代

21%

７０歳以上

59%

現状のまま

でよい

70%

改善が必要

27%

無回答

3%

通院

27%

通学

1%

買い物

16%

通勤

4%

その他

50%

知人宅

訪問

2%

○ ７０歳以上、次いで６０代の利用者が多く（図１）、性別では女性の利用客が８割を占めている。 

○ 通院や買い物など日常的な用事のため、また近隣の福祉施設などへ行くための手段として利用され

ている。（図２） 

○ ２００円の運賃設定に対して、７割が「現状のままでよい」と回答している。（図３） 

 「改善が必要」と答えたほぼ全ての人が１００円の運賃を希望している。 

○ 運行ルートについて、逆回りの便があれば便利だという意見がある。（図４） 

○ 運行時刻について、８時台、１７時台の便があったほうが便利だという意見がある。 

○ ＪＲとの接続を考えたダイヤにしてほしいという意見がある。 

○ 割引制度を導入してほしいという意見がある。 
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【図１　実際に利用しているか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

 大曲地域　乗合タクシー　アンケート調査 回答１２６人（44.5％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者２８３人へ郵送

結果概要

参考図

現状のまま

でよい

74%

改善が必要

18%

無回答

8%

利用している

56%

利用していな

い

42%

無回答

2%

現状のまま

でよい

82%

改善が必要

8%
無回答

10%

行き先が合

わない

5% 時刻が合わ

ない

9%

停留所が遠

い

5%自分で運転

できる

28%

家族が運転

できる

44%

その他

9%

○ ７０代の利用が約８割と最も多く、続いて６０代が多くなっている。５０代以下の登録者はほとん

どいない。 

○ 回答１２６人のうち男性が２７人、女性が８３人となっている。（無回答は１６人） 

○ 登録はしているが利用していない人は、自分の車や家族の送迎で用を足している。（図２） 

○ 行きの便で、午前１０時以降の運行を、帰りの便で、午後３時以降の運行を希望する声がある。 

（図４） 

○ 通年運行を希望する意見が多い。 
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 神岡地域　乗合タクシー　アンケート調査 回答１１８人（47.9％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者２４６人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

現状のまま

でよい

61%改善が必要

14%

無回答

25%

利用している

28%

利用していな

い

69%

無回答

3%

現状のまま

でよい

66%
改善が必要

14%

無回答

20%

行き先が合

わない

19%

時刻が合わ

ない

9%

停留所が遠

い

2%

運賃が高い

1%

自分で運転

できる

44%

家族が運転

できる

21%

その他

4%

○ 現在のところ乗合タクシーの利用率は２８％と低いが、高齢化が急激に進んでいることから年毎に

利用者が増加しており、今後も増え続けることは確実と思われる。（図１） 

○ 利用しない人は、自家用車を使っていると思われ、行き先や時刻が不自由なことを上げているが、

利用者が増えるに従ってフルデマンド型への移行が望まれる。（図２） 

○ 運行時刻や運行回数については、利用していない７割の意見も入っていることから現状を肯定する

回答が多いが、タクシー事業者の意見や利用者の声では、運行の充実を求めていることが確認され

る。（図４） 
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 西仙北地域　乗合タクシー（強首線）　アンケート調査 回答９４人（４１.1％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者２２９人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

現状のまま

でよい

92%

改善が必要

6%

無回答

2%

利用している

50%

利用していな

い

50%

現状のまま

でよい

89%

改善が必要

9%

無回答

2%

行き先が合

わない

4%
時刻が合わ

ない

11%

停留所が遠

い

9%

運賃が高い

4%

自分で運転

できる

51%

家族が運転

できる

13%

その他

8%

○ ７０歳以上の利用が約７７％と最も多く、６０代がそれに続いている。 

○ 登録はしているが利用していない人は、自分の車や家族又は知人の送迎で用を足している。（図２） 

○ 利用目的は通院が約８割と最も多く、次いで買い物となっている。 

○ 運行ルート、停留所については約９割がそのままで良いと回答している。（図３） 

○ 停留所について改善が必要と回答した人は、家の近くに停留所があればいい、停留所を増やして 

欲しいなどがある 

○ 運行時刻、回数については９割以上が現状のままで良いと回答している。（図４） 
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 西仙北地域　患者輸送バス　アンケート調査 回答１０４人（68.9％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者１５１人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　有料となった場合】 【図２　利用目的】

現状のまま

でよい

86%

改善が必要

11%

無回答

3%

利用する

94%

利用しない

6%

現状のまま

でよい

84%

改善が必要

14%

無回答

2%

通院

90%

買い物

8%

知人宅訪問

2%

○ ７０歳以上の利用が９８％を占め、性別では女性の利用客が約８割となっている。  

○ 有料となった場合でも９４％の人が利用すると答えている。（図１） 

○ 有料となった場合は２００円から３００円程度の料金を希望している。  

○ おおむね通院を目的としているが、買い物等に利用する人もいる。（図２） 

○ 運行ルート、停留所について現状のままで良いと８４％の人が回答しているが、運行ルートを増や

して欲しいという意見もある。（図３） 

○ 運行時刻・回数については現状のままで良いと８６％の人が回答しているが、行き帰り１本ずつ増

やして欲しいという意見がある。（図４） 
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 中仙地域　乗合自動車利用助成事業　アンケート調査 回答８７人（66.9％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月１８日（金）

　　　　　方法　：　利用者１３０人へ直接依頼

【図３　運行ルートについて】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　料金が５００円になった場合】 【図２　利用目的】

現状のまま

でよい
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無回答

1%

利用する

45%
利用しない

50%
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無回答

3%

通院

64%

買い物

29%

通学

3%

知人宅訪問

2%
その他

2%

○ 利用者のうち女性が７割弱となっている。 

○ ７０歳以上の利用が８割以上となっている。 

○ 利用者負担額が一人５００円になった場合、半数が利用しないと回答している。（図１） 

○ 利用目的は通院が６４％、買い物が２９％となっている。（図２） 

○ 運行ルートや運行時間・回数については現状のままでよいとの回答が９０％以上となっている。 

 （図３、４） 

 
 

 



100 

 

 協和地域　生活バス兼スクールバス　聞き取り調査 回答６４人

　　　　　日時　：　平成２２年６月

　　　　　方法　：　乗客のべ６４人への聞き取り調査（生活バスとしての利用者のみを対象とした）

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時間・回数について】

結果概要

参考図

【図１　利用者の年代】 【図２　利用する目的】
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0%

４０代

10%

５０代

13%

６０代
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○ 利用者の年代については７０歳以上が最も多く５６％となっている。また、６０代、５０代がそれに

続いている。（図１) 

○ おおよそ通院や買い物を目的とした利用となっている。（図２） 

○ 運行ルートや停留所の位置については９５％の利用者が「現状のままでよい」と回答している。  

（図３） 

○ 運行時間や回数については、５２％の利用者が「改善が必要」と回答している。改善案としては、運

行回数を増加することや電車との接続を考えたダイヤに修正することなどが言及されている。（図４） 
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回答５４人（36.5％）

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者１４８人へ郵送

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

 南外地域　乗合タクシー　アンケート調査
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い
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無回答
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4%

自分で運転

できる

25%

家族が運転

できる

13%

その他

2%

○ 回答者５４人中、利用者は１９人である。うち７０歳以上が１６人、６０代が１人、無回答が２人

となっている。 

○ 利用目的としては、通院が１７人、買物が２人という内訳になっている。 

○ 利用していない方の多くは、現在は、自分又は家族が運転する自家用車で移動可能と回答している。 

 （図２） 

○ 運行ルートについては、現行は神岡総合支所までのルートであるが、①大曲までのルート延長、及

び、②南外総合支所方面へのルート新設の要望がある。（図３） 

○ 運行回数については、現行は火曜日、金曜日の運行であるが、他の曜日も運行してほしいとの要望

がある。（図４） 
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 南外地域　市民バス　アンケート調査 回答１０６人（46.0％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者２３０人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　有料となった場合】 【図２　利用目的】

現状のまま

でよい

64%

改善が必要

23%

無回答

13%

利用する

67%

利用しない

24%

無回答
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24%

○ 回答者１０６人中、７０歳以上が８４人ともっとも多く、６０代が１５人とそれに続いている。

性別では男性３９人、女性６４人となっている。 

○ 有料となった場合について、６７％が利用すると回答しており、５６％が負担可能額について 

１００円～２００円と回答している。（図１） 

○ 利用目的は、通院、買物が大きな割合を占めている。（図２） 

○ 停留所以外でも乗車できるようにとの要望がある。（図３） 

○ 運行回数については、往復とも増便の要望がある。（図４） 
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 仙北地域　乗合タクシー　アンケート調査 回答１７５人（69.4％）

　　　　　日時　：　平成２２年６月７日（月）～６月２１日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者２５２人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】
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○ 乗合タクシー制度については約８割が妥当と答えている。 

○ ７０歳以上の登録者が約８割と最も多く、６０代がそれに続いている。 

○ 登録はしているが、利用していない人が７割という状況である。（図１） 

○ 高齢化が進んでおり、いずれは利用するので制度をなくさないでほしいと希望する声がある。 
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回答３０人

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運賃設定について】

　　　　　日時　：　平成２２年６月１４日から１８日の１６便

　　　　　方法　：　乗客のべ３０人への聞き取り調査

結果概要

参考図

【図１　利用者の年代】 【図２　利用目的】

 太田地域　コミュニティバス　聞き取り調査
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○ 利用者のほとんどが高齢者となっている。（図１） 

○ 利用目的については、通院が約半数を占めているが、その他に、温泉施設や郵便局・銀行に行くた

めなどがあげられる。（図２） 

○ ８３％の利用者が利用料金２００円を妥当と回答している。（図４） 

○ バスへの乗り降りの際ステップが高く不便だという声がある。 
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回答９２人（44.0％）

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

　　　　　日時　：　平成２２年８月３０日（月）～９月１０日（金）

　　　　　方法　：　利用登録者２０９人へ郵送

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

 西仙北地域　乗合タクシー（土川線）　アンケート調査
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○ ７０歳以上の利用者が最も多く、６０代がそれに続いている。 

○ 平成２２年４月から運行しているが、現在は４分の１程度の利用である。（図１） 

○ 利用していない人は、「行き先が合わない」、「時刻が合わない」と回答しているが、「今後は利用 

する」と答えた人も多い。（図２） 

○ 運行ルートについては、約８割が現状のままで良いと答えており、停留所については、「家の近 

くにあればいい、停留所を増やして欲しい」といった回答が多い。（図３） 

○ 運行時刻、回数については約７割が現状のままでよいと回答しているが、改善が必要と答えた 

人の多くは「運行回数についてもっと増やして欲しい」と回答している。（図４） 
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 西仙北地域　乗合タクシー（心像線）　アンケート調査 回答８９人（42.2％）

　　　　　日時　：　平成２２年８月３０日（金）～９月１０日（金）

　　　　　方法　：　利用登録者２１１人へ郵送

【図３　運行ルート、停留所の位置について】 【図４　運行時刻・回数について】

結果概要

参考図

【図１　現在乗合タクシーを利用していますか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】
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○ 平成２２年４月から運行しているが、現在は約３分の１の利用である。（図１）  

○ ７０歳以上の利用が最も多く、６０代がそれに続いている。 

○ 利用していない人は、時刻が合わない等あるが、現在は自分で運転できるが数年後は利用する 

と答えた人も多い。（図２） 

○ 運行ルートについては、約８割が現状のままで良いと答えており、停留所については、「家の近 

くにあればいい、フリーパスで乗りたい」という意見がある。（図３） 

○ 運行時刻、回数については８割以上が現状のままでよいと回答している。（図４）  
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【図１　実際に利用しているか】 【図２　利用しない理由（「利用していない」回答うち）】

【図３ 利用する際の登録制、予約制について】 【図４　運行時刻・回数について】

 協和地域　乗合タクシー アンケート調査（船沢線） 回答２８人（51.9％）

　　　　　日時　：　平成２２年１２月６日（月）～１２月１３日（月）

　　　　　方法　：　利用登録者５４人へ郵送

結果概要

参考図
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○ 平成２２年４月から運行しているが、現在は１４％の利用率である。（図１） 

○ ７０歳以上の利用が最も多く、６０代がそれに続いている。 

○ 利用しない理由としては、「自分で運転できる」が５８％を占めており、「時刻が合わない」（１９％）

「行き先が合わない」（１４％）がそれに続いている。（図２） 

○ 利用する際の登録制、予約制については、「前日予約するのが不便」、「利用したい時にすぐ対応し

てほしい」という回答がある。（図３） 

○ 運行時刻・回数について改善が必要と答えた人は、「電車の時間に合わせた時刻設定にしてほしい」、

「回数を増やしてほしい」と回答している。（図４） 
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団体名 所属名 職名 氏　　　名 備考

東北運輸局秋田運輸支局 企画輸送・監査部門 運輸企画専門官 伊藤　雅樹

秋田県建設交通部 建設交通政策課 交通政策班　副主幹兼班長 岡部　研一

建設部企画調査課 課長 柴田　公博

総務企画部地域企画課 課長 鈴木　宏保

秋田県警大仙警察署 交通課 課長 田中　久好

羽後交通株式会社 営業部 副部長 田口　啓一

秋田県ハイヤー協会 大曲仙北支部 支部長 伊藤　隆康 監査委員

秋田県交通運輸産業労働組合協議会 羽後交通労働組合 書記長 伊藤　　 守

社会福祉法人大仙市社会福祉協議会 会長 有明　秀太郎 副会長

利用者代表及び住民代表 大曲地域協議会 委員 挽野　実之 監査委員

利用者代表及び住民代表 神岡地域協議会 委員 竹原　健子

利用者代表及び住民代表 西仙北地域協議会 委員 小笠原　慶子

利用者代表及び住民代表 中仙地域協議会 委員 藤田　貞子

利用者代表及び住民代表 協和地域協議会 委員 加藤　祐子

利用者代表及び住民代表 南外地域協議会 委員 佐々木　タヨ子

利用者代表及び住民代表 仙北地域協議会 副会長 熊谷　政子

利用者代表及び住民代表 太田地域協議会 副会長 倉田　良子

副市長 久米　正雄 会長

企画部 部長 小松　辰巳

健康福祉部 部長 武藤　芳和

大仙市地域公共交通活性化再生協議会

秋田県仙北地域振興局

大仙市
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